




【通学課程】情報理工学部 情報理工学科の養成する人材像と３つのポリシー 

＜養成する人材像＞ 

情報技術を核として社会にある問題を発見・分析し、新たな知見を得ることや情報シ

ステム開発、センサやロボット技術などを用いたシステム開発を行うことにより、人間

の持つ様々な機能を拡張し、人に優しい社会を目指すことのできる人材 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

本学部では次のとおり卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を定める。

卒業要件を充足し、以下の能力を身につけた者に、学士（情報理工学） の学位を授与

する。 

Ａ．知識・理解 

・社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と基礎知識を身につけている。 

・これからの社会で必要とされる情報技術及び機械制御技術に基づいた「人間機能の

拡張」の実現に向けて、これらの分野に関する基礎的な知識を身につけたうえで、コ

ースごとに以下のような知識を身につけている。 

①コンピュータサイエンスコース：数学、情報科学、コンピュータネットワーク技

術の基礎的な知識 

②AI ・データサイエンスコース：機械学習、AI プログラミング、データ処理技術の

基礎的な知識 

③デジタルゲーム・メディアコース：デジタルゲームやメディア制作の技法、その

基礎となる感性工学、XR 技術の基礎的な知識 

④AI ロボティクスコース：ロボットシステム構築と知能化手法に基づいた工学的・

構成論的な対象理解のための基礎的な知識 

⑤メカトロニクスコース：機械・電子・情報工学の融合が必要なシステムの設計・

開発、人間工学、ユニバーサルデザインに基づいた設計のための基礎的な知識 

Ｂ．思考・判断・表現 

・情報技術及び機械制御技術と社会との関わりについて情報を収集し、整理すること

ができる。 

・情報技術及び機械制御技術に関する知識や教養をもとに問題を発見し、その解決策

を提案又はシステム設計することができる。 

Ｃ．関心・意欲・態度 

・情報社会や様々な身近な機器に対し関心を持ち、社会に貢献するための主体性や協

調性を身につけている。 

・社会にある様々な問題解決に関心を持ち、技術者としての国際的な視野や倫理観

を身につけている。 

Ｄ．技能 

・自ら課題を設定し、計画的に解決することができる。 

・社会人としての自分の考えを分かりやすく伝えることができる。 

【資料１】



 

＜カリキュラム・ポリシー＞ 

情報理工学科は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）の達成のため

に、教育課程を基盤教育科目、専門教育科目の２本の柱を軸として教育課程を編成す

る。 

 基盤教育科目に「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」

「外国語系」「ブランド系」の系列科目群を設置する。 

 専門教育に関しては、「情報技術を核とした人間の機能拡張」を学びのキーコンセプ

トにして、情報理工学に関する多様な学びの実現を目指す。これを実現するために本学

部は 1 学部 1 学科体制を取る一方で、体系的な学びのシステムとして５つの専門コース

を設置し、所属するコースにおける専門的知識・技能を養成するとともに他コース科目

の履修により、より広い思考・判断・関心・意欲を涵養する。この目標を達成するため

に以下のように各科目を各年次に配当する。 

 

１．成長を実感し、社会で活躍する能力を深めるために、基盤教育科目を置く。 

２．１・２年次に基礎・共通科目として、情報理工学の学修にとって基本的な知識であ

る数学、物理学、機械工学、情報科学を配置する。また、基本的な技能であるコンピ

ュータプログラミングやロボット製作を身につける科目を置く。思考・判断・表現力

を育成するため、ロボット製作では PBL(Project Based Learning)を採用する。基礎・

共通科目は「数学基礎」「情報基礎」「工学共通」の３つの科目群に分類・配置する。 

３．２・３年次に専門分野の知識・技能を学ぶコース科目を配置する。特に情報理工学

の技術が人間生活や社会活動においてどのように人間の能力と活動の可能性を拡張

しているのかについて教育する。各コースの教育内容を体系的に教育するため、分野

ごとの多様かつ系統的な学びの機会を確保する。 

４．３・４年次に総合科目を配置し、基礎・共通科目、コース専門科目で学んだ知識・

技能を総合するものとして、「プロジェクト科目Ⅰ」「プロジェクト科目Ⅱ」「卒業研

究Ⅰ」「卒業研究Ⅱ」の各科目を置く。各科目の過程で、専門知識を統合した思考・

判断・表現力を養成し、社会における情報理工学の果たす役割への理解、情報理工学

の利点を生かした自身のキャリアパスに対する関心と意欲を涵養する。 

  

コース専門科目は専門体系の細目となるユニット科目群を配置している。ここで、ユ

ニット科目群とは専門科目群を体系的に分類した科目群を表し、学生にとって科目選択

を系統だって履修するための目安や指針となる。 

① コンピュータサイエンスコース科目 

 コンピュータサイエンスコースは、現代社会のインフラストラクチャーであり、情報

理工学の中心技術である情報科学とコンピュータネットワーク技術の基礎について教

育する。コースの対象とする主な分野は数学、情報科学、ネットワークセキュリティで

あり、「数理ユニット」、「情報セキュリティユニット」、「コンピュータシステムユニッ



ト」の３つのユニットで構成する。 

(ⅰ)「数理ユニット」では情報科学の理論的基盤となる現代数学（解析学、幾何学、

代数学、確率論）の概念的基本的な枠組みと情報科学への応用を学ぶ。 

(ⅱ) 「情報セキュリティユニット」では現代のインターネット技術を基礎として情報

通信におけるセキュリティの基本的な考え方と技術を学ぶ。 

(ⅲ) 「コンピュータシステムユニット」は現代のインターネット技術を支えている情

報処理システムならびに関連したソフトウエアの基本的な知識、技術を学ぶ。 

 

② AI・データサイエンスコース科目 

 AI ・データサイエンスコースは、データを大量に集積することで人間の認知力・判断

力をより高め拡張するため、ビッグデータの分析、機械学習、AI プログラミング技術に

ついて教育する。コースの対象とする主な分野は機械学習・AI プログラミング、データ

処理技術の基礎と応用であり、「AI ユニット」、「データサイエンスユニット」の２つの

ユニットで構成する。 

(ⅰ) 「AI ユニット」では機械学習、自然言語処理など現在の AI 関連技術の基礎知識、

プログラミング技術、実践的なデータ処理への応用を学ぶ。 

(ⅱ) 「データサイエンスユニット」では大規模なデータ処理の基本となるアルゴリズ

ム、データベースシステム、コンピュータシステムの知識、プログラミング技術につ

いて学ぶ。 

 

③ デジタルゲーム・メディアコース科目 

 デジタルゲーム・メディアコースは、ゲーム制作のプロセスを通じて現実から本質を

なす要素の抽出とシミュレーションによる再構成、及び人間の感覚の基礎を学び、XR

（仮想現実、拡張現実、複合現実）を通じた人間の経験の範囲の拡張について教育する。

コースの対象となる主な分野はデジタルゲームやメディア制作の技法、及びその基礎と

なる感性工学・XR 技術であり、「デジタルゲームユニット」、「メディアユニット」の２

つのユニットで構成する。 

(ⅰ)「デジタルゲームユニット」ではゲーム制作を主な題材とし、ゲーミフィケーシ

ョンの考え方を軸にして、身体の延長としての機械と人間の親和性や表現手段として

の XR について学ぶ。 

(ⅱ) 「メディアユニット」では映像・音響表現と人間の感覚の関係を学び、人間の

体験や経験の拡張を支援する機器の応用について学ぶ。 

 

④ AI ロボティクスコース科目 

 AI ロボティクスコースは、人間の身体的な機能に対し、ロボットの製作、AI を用い

た制御を通じて工学的・構成論的アプローチから理解する方法の基礎について教育する。

コースの対象となる主な分野はロボットシステム構築とその知能化手法であり、「ロボ

ティクスユニット」、「知的システムユニット」の２つのユニットで構成する。 



(ⅰ) 「ロボティクスユニット」ではロボットの設計・開発・製造に必要な知識・技術

を学ぶ。 

(ⅱ) 「知的システムユニット」では機器の自動制御、管理などの機械工学分野へ AI 技

術を適用するための基本的な知識・技術について学ぶ。 

 

⑤ メカトロニクスコース科目 

 メカトロニクスコースは、機械・電子・情報工学を融合するシステムを設計・開発・

製造するための知識、ならびに人間工学・ユニバーサルデザインの知識を学ぶ。それと

同時にこれらの技術、知識が社会の中でどのように組み入れられていくか、人間の活動

の範囲をどのように拡張するかについて教育する。コースの対象となる主な分野はメカ

トロニクス、人間工学、ユニバーサルデザインであり、「メカトロニクスユニット」、「人

間工学・ユニバーサルデザインユニット」の２つのユニットで構成する。 

(ⅰ) 「メカトロニクスユニット」ではセンサやアクチュエータなどの要素設計、組込

み技術の知識・技術を学ぶ。 

(ⅱ) 「人間工学・ユニバーサルデザインユニット」では人間機能の拡張に向けて、人

間の感覚や認知とアフォーダンスとの関係といった人間の基本的な機能と支援技術

(assistive technology)について学ぶ。  

 

＜アドミッション・ポリシー＞ 

情報理工学部では、情報技術を核として社会にある問題を発見・分析し、新たな知

見を得ることや情報システム開発、センサやロボット技術などを用いたシステム開発

を行うことにより、人間のもつ様々な機能を拡張し、人に優しい社会を目指すことの

できる人材の養成を目指している。そのために、以下の資質をもつ人を国内外から幅

広く求める。 

A. 情報理工学部の教育を受けるために必要な基本知識や技能を身につけている。 

B. 情報理工学部において教育を受け学修するために必要なコミュニケーション技能を

身につけている。 

C. 身につけている知識や技能に基づいて論理的に考え判断し、説明や行動ができる。 

D. 情報技術に関心をもち、自身が志向する目的を達成するため、主体的で協働的な学

習活動を通じて知識や経験を重ねていく向上心や情熱を有する。 

E. 情報理工学部での学修を通じて自身のもてる能力を伸ばし、社会に貢献する意欲を

有する。 

 











○通学制と通信制の相違点（総表）

変更理由区分：

１）

２）

３）

４）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの(詳細別紙）

赤字：通学制との相違

（情報理工学部情報理工学科） （情報理工学部情報理工学科）
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フレッシュマンセミナー 〇 2 〇 フレッシュマンセミナー 1 〇 4）

キャリアデザイン１ 〇 1 〇 キャリアデザイン１ 2 〇 4）

キャリアデザイン２ 〇 1 〇 キャリアデザイン２ 2 〇 4）

キャリアデザイン３ 〇 1 〇 4）

キャリアデザイン４ 〇 1 〇 4）

セルフ･アウェアネス 2 〇 1）

アサーティブ・コミュニケーション 2 〇 1）

ライフ・ビルディング 2 〇 1）

ファシリテーション演習 2 〇 1）

学びの基礎論１ 2 〇 コミュニケーション１ 2 〇 4）

学びの基礎論２ 2 〇 コミュニケーション２ 2 〇 4）

理解と表現 2 〇 2）

キャリア形成論 2 〇 2）

企業情報特論 2 〇 2）

インターンシップ入門 1 〇 2）

インターンシップＡ 1 〇 1）

インターンシップＢ 2 〇 1）

インターンシップＣ 3 〇 1）

社会・産業実習 3 〇 1）

産業課題研究演習 2 〇 2）

グローバル入門 2 〇 2）

グローバル実践 1 〇 1）

グローバル研修ⅠＡ 1 〇 1）

グローバル研修ⅠＢ 1 〇 1）

グローバル研修ⅠＣ 1 〇 1）

グローバル研修ⅡＡ 2 〇 1）

グローバル研修ⅡＢ 2 〇 1）

グローバル研修Ⅲ 3 〇 1）

フィットネス 1 〇 1）

アドベンチャースポーツ 2 〇 1）

ウインタースポーツ 2 〇 1）

スポーツスタディ 1 〇 1）

健康の科学 2 〇 健康の科学 2 〇 -

生涯スポーツ 1 〇 1）

人間を読みとくＡ 2 〇 人間を読みとくＡ 2 〇 -

人間を読みとくＢ 2 〇 人間を読みとくＢ 2 〇 -

文化を読みとくＡ 2 〇 文化を読みとくＡ 2 〇 -

文化を読みとくＢ 2 〇 文化を読みとくＢ 2 〇 -

文化を読みとくＣ 2 〇 3）

社会を読みとくＡ 2 〇 社会を読みとくＡ 2 〇 4）

社会を読みとくＢ 2 〇 社会を読みとくＢ 2 〇 -

日本国憲法 2 〇 4）

データを読みとく 2 〇 データを読みとく 2 〇 -

自然を読みとく 2 〇 自然を読みとくＡ 2 〇 4）

自然を読みとくＢ 2 〇 4）

技術を読みとく 2 〇 技術を読みとくＡ 2 〇 4）

技術を読みとくＢ 2 〇 4）

基盤数学（微分積分１） 2 〇 4）

基盤数学（微分積分２） 2 〇 4）

基盤数学（線形代数） 2 〇 4）

基盤物理学１ 2 〇 2）

基盤物理学２ 2 〇 2）

基盤化学１ 2 〇 2）

基盤化学２ 2 〇 2）

基盤生物学１ 2 〇 2）

基盤生物学２ 2 〇 2）

基盤地学１ 2 〇 2）

基盤地学２ 2 〇 2）

基盤物理学実験 2 〇 1）

基盤化学実験 2 〇 1）

基盤生物学実験 2 〇 1）

基盤地学実験 2 〇 1）

通　学　課　程 通　信　教　育　部
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授業科目の名称
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【授業手法の違いによるもの】通学課程における実験・実習科目など、面接での実施が前提となる科目のため通信教育の授業

科目として実施しないもの

【対象者の違いにより実施しないもの】社会人あるいは多様な背景を持つ受講生の受け入れを想定していることから、通学課

程で設定された当該授業の到達目標の水準が、これら多様な受講生と合わないため通信教育の授業科目として実施しないもの

【対象者に合わせ科目を充実させるもの】養成する人材像の対象者として社会人あるいは多様な背景を持つ受講生を想定し、

通学課程の授業の一部を実社会で活用できる内容へ充実させるもの

【資料３】



（情報理工学部情報理工学科） （情報理工学部情報理工学科）
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通　学　課　程 通　信　教　育　部

変更

理由
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科目
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科目
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授業科目の名称

主要
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基礎英語 2 〇 2）

基盤英語（初級） 〇 2 〇 4）

基盤英語（準中級） 〇 2 〇 4）

基盤英語（中級） 〇 2 〇 基盤英語１ 〇 2 〇 4）

基盤英語（上級） 〇 2 〇 基盤英語２ 〇 2 〇 4）

基礎英会話 2 〇 1）

学術英語（中級） 2 〇 English for Business Field 2 〇 4）

学術英語（上級） 2 〇 English for Computer Science 2 〇 4）

Discussion 2 〇 1）

Presentation 2 〇 1）

Academic Writing 2 〇 4）

CLIL 2 〇 4）

検定英語（初級） 2 〇 2）

検定英語（上級） 2 〇 2）

英語で文化 2 〇 2）

英語コミュニケーション 2 〇 2）

初修外国語１ 〇 2 〇 2）

初修外国語２ 2 〇 2）

初修外国語３ 2 〇 2）

基盤日本語１ 2 〇 基盤日本語１ 2 〇 -

基盤日本語２ 2 〇 基盤日本語２ 2 〇 -

日本語読解作文 2 〇 2）

日本語口語表現 2 〇 2）

情報系日本語 2 〇 3）

ビジネス日本語 2 〇 3）

国際バカロレア概論 2 〇 2）

ＩＢ教育課程・方法論 2 〇 2）

ＩＢ教育評価論 2 〇 2）

ＤＰ数学 2 〇 2）

ＤＰ化学 2 〇 2）

ＤＰ教育実践研究１ 2 〇 2）

ＤＰ教育実践研究２ 2 〇 2）

ブドウ・ワイン概論 2 〇 2）

ブドウ栽培とワイン醸造学 2 ○ 2）

発酵と微生物 2 ○ 2）

ワインプロジェクト実習１ 1 ○ 2）

ワインプロジェクト実習２ 1 ○ 2）

ワインプロジェクト実習３ 1 ○ 2）

科学・工作ボランティア入門 2 〇 2）

科学ボランティア実践指導１ 1 〇 2）

科学ボランティア実践指導２ 1 〇 2）

科学ボランティア教材研究 1 〇 2）

科学ボランティア活動１ 1 〇 2）

科学ボランティア活動２ 1 〇 2）

リーダーシップ論 2 〇 1）

リーダーシップ・ゼミナール 2 〇 1）

リーダーシップ研修Ａ（国内） 1 〇 1）

リーダーシップ研修Ｂ（海外） 2 〇 1）

リーダーシップ実践Ａ（国内） 2 〇 1）

リーダーシップ実践Ｂ（学内） 2 〇 1）

リーダーシップ実践Ｃ（海外） 2 〇 1）

マナーマイスター講座初級 2 〇 1）

マナーマイスター・チャレンジ 2 〇 1）

マナーマイスター・アドバンストＡ（海外）
2 〇 1）

マナーマイスター・アドバンストＢ（国内）
2 〇 1）

基礎数学Ⅰ 〇 2 ○ 数学入門 〇 2 〇 4）

基礎数学Ⅱ 〇 2 ○ 4）

基礎解析Ⅰ 2 ○ 情報基礎数学１ 〇 2 ○ 4）

基礎解析Ⅱ 〇 2 ○ 4）

線形代数Ⅰ 2 ○ 情報基礎数学２ 2 ○ 4）

線形代数Ⅱ 2 ○ 4）

解析Ⅰ 2 ○ 4）

応用数学Ⅰ 2 ○ 4）

応用数学Ⅱ 2 ○ 4）

論理・集合と写像 2 ○ 4）
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通　学　課　程 通　信　教　育　部

変更

理由

区分

科目

区分

授業科目の名称

主要

授業

科目

単位数 授業形態

授業科目の名称

主要

授業

科目

単位数 授業形態

情報理工学概論 〇 1 〇 情報理工学フロンティア 〇 1 〇 4）

電子計算機概論 〇 2 〇 コンピュータ概論 〇 2 〇 4）

情報システム概論 2 〇 情報システム概論 2 〇 -

ゲームシステム概論 2 〇 ゲームシステム概論 2 〇 -

情報リテラシー 〇 2 〇 2）

情報処理入門 2 〇 2）

プログラミング基礎 〇 2 〇 基礎プログラミング 〇 2 〇 4）

応用プログラミングⅠ 〇 2 〇 応用プログラミング 〇 2 〇 4）

応用プログラミングⅡ 〇 2 〇 4）

情報と職業 2 〇 2）

情報関連法学 2 〇 2）

アルゴリズムⅠ 1 〇 4）

アルゴリズムⅡ 1 〇 4）

データ構造Ⅰ 1 〇 4）

データ構造Ⅱ 1 〇 4）

インターネット入門 1 〇
インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門

〇 2 〇 4）

アルゴリズム入門 1 〇 4）

簿記基礎 2 〇 3）

ものづくり体験演習 〇 2 〇 2）

ロボット知能化演習 〇 2 〇 2）

ロボット創造工学Ⅰ 〇 2 〇 2）

ロボット創造工学Ⅱ 〇 2 〇 2）

物理学Ⅰ 2 〇 2）

物理学Ⅱ 2 〇 2）

力学Ⅰ 〇 2 〇 2）

力学Ⅱ 〇 2 〇 2）

電磁気学 2 〇 2）

材料力学Ⅰ 〇 2 〇 2）

材料力学Ⅱ 2 〇 2）

流体力学 〇 2 〇 2）

熱力学 2 〇 2）

機械力学 〇 2 〇 2）

制御工学 〇 2 〇 2）

加工学 2 〇 2）

機械加工実習 〇 2 〇 1）

機械製図Ⅰ 〇 2 〇 1）

機械製図Ⅱ 2 〇 1）

工学共通実験Ⅰ 〇 2 〇 1）

工学共通実験Ⅱ 〇 2 〇 1）

確率 〇 2 ○ 基礎データ解析 〇 2 〇 4）

解析演習Ⅰ 〇 1 ○ 2）

解析演習Ⅱ 1 ○ 2）

数値解析 2 ○ 2）

解析Ⅱ 2 ○ 4）

代数Ⅰ 〇 2 ○ 2）

代数Ⅱ 〇 2 ○ 2）

微分幾何 〇 2 ○ 2）

離散数学Ⅰ 2 ○ 2）

離散数学Ⅱ 2 ○ 4）

代数演習Ⅰ 〇 1 ○ 2）

代数演習Ⅱ 〇 1 ○ 2）

位相幾何 〇 2 ○ 2）

情報セキュリティ 2 〇 情報セキュリティ 2 〇 4）

コンピュータネットワーク 〇 2 〇 4）

暗号理論 2 〇 暗号理論 2 〇 -

ネットワーク技術論 2 〇 4）

ネットワークセキュリティ 〇 2 〇 4）

ネットワークプログラミング 〇 2 〇 4）

セキュリティ運用 2 〇 4）

システムセキュリティ 2 〇 4）

インターネット論 2 〇 4）

ＷｅｂプログラミングⅠ 〇 2 〇 Ｗｅｂシステムプログラミング 〇 2 〇 4）

ＷｅｂプログラミングⅡ 〇 2 〇 4）

データベース 〇 2 〇 4）

データベースプログラミング 〇 2 〇 4）

データ構造とアルゴリズム 〇 2 〇 4）

数理科学 2 〇 4）

情報理論 2 〇 情報理論 2 〇 -

情報数理 〇 2 〇 4）

数理シミュレーション 2 〇 3）

応用データベース 〇 2 〇 4）

情報社会論 2 〇 4）

Ｗｅｂシステム開発 〇 2 〇 4）

オペレーティングシステム 2 〇 3）

プロジェクトマネジメント論 2 〇 3）
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（情報理工学部情報理工学科） （情報理工学部情報理工学科）
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通　学　課　程 通　信　教　育　部

変更

理由

区分

科目

区分

授業科目の名称

主要

授業

科目

単位数 授業形態

授業科目の名称

主要

授業

科目

単位数 授業形態

ＡＩ概論 〇 2 〇 3）

ＡＩプログラミングⅠ 〇 2 ○ ＡＩプログラミング１ 〇 2 ○ 4）

ＡＩプログラミングⅡ 〇 2 ○ ＡＩプログラミング２ 〇 2 ○ 4）

ＡＩの数理 〇 2 〇 ＡＩアルゴリズム 〇 2 〇 4）

インタラクティブシステム 2 〇 3）

知的ネットワークコンピューティング 2 〇 3）

機械学習 〇 2 〇 機械学習 〇 2 〇 4）

自然言語処理 2 〇 自然言語処理 2 〇 -

機械学習システム開発 〇 2 〇 4）

ＡＩロボティクス 2 〇 4）

生成ＡＩ論 2 〇 3）

コンピュータビジョン 〇 2 〇 4）

データサイエンス 〇 2 ○ データサイエンス 〇 2 ○ 4）

統計 〇 2 ○ 統計 〇 2 ○ 4）

データ解析プログラミング 2 ○ データ解析プログラミング 〇 2 ○ 4）

数理統計 〇 2 ○ 4）

データ分析システム開発 2 ○ 4）

データ分析法 2 ○ 4）

応用データサイエンス 2 ○ 4）

簿記原理 2 〇 3）

ファイナンシャルプランニング 2 〇 3）

財務諸表論 2 〇 3）

応用データ解析 2 〇 3）

データの可視化 〇 2 〇 3）

ゲームプログラミングⅠ 〇 2 ○ ゲームプログラミング 〇 2 ○ 4）

ゲームプログラミングⅡ 〇 2 ○ 4）

Ｗｅｂデザインプログラミング 〇 2 〇 3）

ゲームグラフィックス 2 ○ ゲームグラフィックス 2 ○ 4）

ゲームシステム設計 2 ○ 4）

ゲーミフィケーション 2 ○ ゲーミフィケーション 2 ○ -

ゲーム制作論 2 ○ 4）

ゲームプロジェクト論 2 〇 4）

ゲームメカニクス 〇 2 ○ ゲームメカニクス 〇 2 ○ -

音とコンピュータ 〇 2 ○ 2）

映像制作技術論 2 ○ 映像制作技術論 2 ○ 4）

コンピュータグラフィックス 2 ○ 4）

メディアリテラシ 2 ○ メディアリテラシ 1 ○ 4）

アニメーションデザイン 2 〇 3）

キャラクターデザイン 2 〇 3）

映像ストーリー制作論 2 〇 3）

メディアアート 2 〇 3）

コンピュータグラフィックス演習 2 ○ 4）

マスメディア制作論 2 ○ 4）

ロボット工学概論 1 ○ 2）

ロボット運動学 2 ○ 2）

ロボットダイナミクス 〇 2 ○ 4）

制御システム工学 〇 2 ○ 4）

ロボットビジョン 〇 2 ○ 4）

ロボット制御工学 〇 2 ○ 4）

知能情報処理 〇 2 ○ 4）

知的システムの数理 2 ○ 4）

バーチャルリアリティ 〇 2 ○ 2）

ロボット制御プログラミング 〇 2 ○ 2）

知的制御システム論 〇 2 ○ 2）

メカトロニクス概論 1 ○ 2）

アナログ電子回路 〇 2 ○ 2）

センサ工学 〇 2 ○ 2）

デジタル電子回路 2 ○ 2）

アクチュエータ機構学 〇 2 ○ 2）

組込みシステムプログラミング 〇 2 ○ 2）

人間工学Ⅰ 〇 2 ○ 2）

人間工学Ⅱ 2 ○ 2）

ユニバーサルデザイン 〇 2 ○ 2）

材料工学 2 ○ 2）

生活支援工学 〇 2 ○ 2）

専門英語Ⅰ 2 〇 2）

専門英語Ⅱ 2 〇 2）

プロジェクト科目Ⅰ 〇 2 〇 1）

プロジェクト科目Ⅱ 〇 2 〇 1）

卒業研究Ⅰ 〇 4 〇 情報理工学セミナー１ 〇 2 〇 4）

卒業研究Ⅱ 〇 4 〇 情報理工学セミナー２ 〇 2 〇 4）

（241科目） （84科目）
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（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

フレッシュ

マンセミ

ナー

（授業形態）講義

（目標と授業計画）学生一人ひとりが、予測困難なこれからの時代をよりよく生き

るために大学での学びの目的や自分自身の将来の目標を明確にすることを目標とす

る。学生が所属する学部・学科のディプロマポリシーと基盤教育の12の目標を理解

し、自己分析のもとライフデザインを考える。「全員履修」として、入学直後の1年

次春学期に開講し、全学部全学科に対して400名×4クラス編成の大人数で実施す

る。講義やグループワークを実施する。NOCCテスト、PROGテストで自身の入学直後

の能力や資質のレベルを理解、マンダラチャート（目標達成シート）の作成によっ

て、自分が伸ばしたい能力について目標を決め、どのような大学生活を送るのか計

画する。

フレッシュ

マンセミ

ナー

（授業形態）講義

（目標と授業計画）8回の講義を行う。本講義では、岡山理科大学の学生として、最

低限求められる資質や知識について述べる。大学では、学びの態度が「学習」から

「学修」へ深化し、より能動的に学問を修める姿勢が求められる。通信課程の学生

に想定される学修上の課題は通学生とは異なることから、本講義では、通学生の学

修に関する課題を取り上げ、そのうち、通信課程の学習システムで解決できる項目

を含めて解説する。通信課程の学生として、学修を継続する意義、および本学修に

よる社会課題解決への貢献を理解することを目的とする。

初年次教育科目として入学後の学び

に適応できるよう実施する科目であ

る。通信制の対象者である社会人あ

るいは多様な背景を持つ受講生に対

応するよう、通学制の授業内容を変

更・精選し2単位科目を1単位科目と

し、併せて主要授業科目から外し

た。

キャリアデ

ザイン１

（授業形態）演習

（目標と授業計画）自己を理解し、自分が伸ばしたい目標・能力に沿って、TCP

（トータルキャリアポートフォリオ）を管理し、自己理解、やりたい事・できる

事・すべきことを理解することを目標とする。1年次後期に「全員履修」として、

キャリア支援センターおよび基盤教育センター、各学科がアラカルトにセミナー、

キャリアイベント、グループワークを用意し、学生は必要な内容を選択し取り組

む。これらは複数の部署が内容を提供するため、また、全学履修で対応するために

定期的に開講する時間だけではなく集中講義として不定期開講により講義を構成す

る。各提供は1コマ（90分）で構成される。多様な学生に対して、学生に合わせて必

要な内容を提供するために、開講時間を超えて目標に沿った内容を準備し、学生は

その中から8コマ以上を選択し、履修する。その中で、TCPサポートの回は必ず参加

し、ポートフォリオのサポートを行う。

キャリアデ

ザイン１

キャリアデ

ザイン２

（授業形態）演習

（目標と授業計画）自己を理解し、自分が伸ばしたい目標・能力に沿って、TCP

（トータルキャリアポートフォリオ）を管理し、自己分析に沿って、確かな知識に

沿って、賢明な判断を養うとともに、情報活用能力も磨けるような取り組みをすす

めることを学ぶ。２年次通期に「全員履修」として、キャリア支援センターおよび

基盤教育センター、各学科がアラカルトにセミナー、キャリアイベント、グループ

ワークの1コマ（90分）を用意し、学生は必要な内容を選択し取り組む。学生はその

中から8コマ以上を選択する。その中で、TCPサポートの回は必ず参加し、ポート

フォリオのサポートを行う。

キャリアデ

ザイン３

（授業形態）演習

（目標と授業計画）自己を理解し、自分が伸ばしたい目標・能力に沿って、TCP

（トータルキャリアポートフォリオ）を管理し、自己分析とTCPにより、問題発見お

よびその解決力を伸ばす取り組みを自らの目標に組み入れることを目標とする。３

年次通期に「全員履修」として、キャリア支援センター、基盤教育センター、各学

科が目標に沿った内容を1コマ（90分）で準備し、学生はその中から8コマ以上を選

択し、取り組む。その中で、TCPサポートの回は必ず参加し、ポートフォリオのサ

ポートを行う。

キャリアデ

ザイン２

キャリアデ

ザイン４

（授業形態）演習

（目標と授業計画）自己を理解し、自分が伸ばしたい目標・能力に沿って、TCP

（トータルキャリアポートフォリオ）を管理する。社会で貢献するために創造的な

思考を養い、リーダーシップをとって行動することのスキルを養うこと、さらに社

会における働く上での必要な法律やマナーについて理解することを目標とする。４

年次通期に「全員履修」として、キャリア支援センター、基盤教育センター、各学

科が目標に沿った講義を1コマ(90分)で提供する。学生はその中から8コマ以上を選

択し、取り組む。その中で、TCPサポートの回は必ず参加し、ポートフォリオのサ

ポートを行う。

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。本演習では、学生に自らのキャリアをデザ

インすることの重要性を解説し、将来のキャリアに関して、多様な可能性があるこ

とを把握させる。学生は、自己分析を通じて自己への理解を深め、社会・企業の理

念や営みを理解した上で自己の目標を定める。自己実現のため、大学で学ぶべきこ

とを明確にし、充実した大学生活を送るための基盤となる指針を確立する。また、

演習と課題を通して、将来の自己実現に向けた段階的な達成目標を設定する。学生

が、目標の達成状況を自己で確認しながら、将来の目標や生涯にわたり学び続ける

ことの必要性を理解することを本演習の目標とする。

通学制のキャリアデザイン１・２

（1単位2科目）をキャリアデザイン

１（2単位１科目：合計単位数は変

更なし）として統合した。授業内容

を通信制に適したものに変更した。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本演習では、学生の自己理解、自分が伸ば

したい目標・能力の明確化、その実現のための計画立案、実施状況の管理について

解説し、大学において学ぶべきことに対して【関心・意欲・態度】を持たせ、社会

で活躍するために必要となる自己の資質を理解させる。その自己理解のために、過

去の経験を整理させ、自身のやりたい事・できる事・すべき事を理解させることを

目指す。目標達成のための行動計画をとおして、学生自らが①目標を確認し、②目

標に取り組んだ内容を自己評価して問題点を整理し、③各目標の再設定の必要性を

理解することを目標とする。

通学制のキャリアデザイン３・４

（1単位2科目）をキャリアデザイン

２（2単位１科目：合計単位数は変

更なし）として統合した。授業内容

を通信制に適したものに変更した。

【資料４】



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

学びの基礎

論１

（授業形態）演習

（目標と授業計画）多様化している新入生が主体的に学修していくことができるよ

うに、生涯にわたる学びと大学で学ぶことの意味について丁寧に説明し、新入生の

学びへの動機づけを明確にすることを目的とする。一人ひとりが思い描く目標をよ

り明確にとらえることで、その実現のために具体的な努力が必要であるかを探求

し、理解する。自己の目標を実現した将来の自分をより明確にイメージすること

で、目標到達するための力を養うことを目標とする。そのような人間的成長を図る

とともに、大学での学びに必要なリーディングスキルやアカデミックライティング

の基礎的な学習技術を修得することを目指す。少人数クラスを開講することで、よ

り多様化した学生に対応できるようにする。

コミュニ

ケーション

１

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。日常生活や、将来の人間関係の場面で必要

不可欠なコミュニケーションと批判的思考について述べる。具体的には、１．他者

に自分の意見を伝えることにおいて何が問題となってくるか、２．分かりやすく伝

えるための方法と意義について（話し言葉と書き言葉）、３．集団でのコミュニ

ケーションの役割と批判的思考、４．社会における規範の形成がどのようにしてな

されるかについて述べる。授業のなかで適宜、相互行為としての人間のコミュニ

ケーションが人間社会や人々の思考において果たしている役割について理論的に振

り返って考える時間を取る。演習の最後で、学生生活振り返り、批判的思考の重要

性について学問的に考える。

達成目標は以下のとおりである。

・コミュニケーションにおける、傾聴、理解のポイントを理解し説明することがで

きる。

・集団におけるコミュニケーションの役割やポイントを理解し、他者に自分の意見

を的確に伝えることができる。

・学生生活や将来の人間関係の場面での批判的思考の意義を理解することができ

る。

・以上を踏まえて、学生生活振り返り、批判的思考の重要性について学問的に考え

ることができる。

通学課程では、新入生を対象に学び

への動機づけを明確にすることを目

的とした科目であるが、通信制にお

いては社会人等を受講者として想定

しており、本課程に入学した時点で

学びへの動機付けはできているとい

う観点から、動機付けへの言及は最

小限に抑え、社会生活及び学問生活

の基礎となるコミュニケーションス

キルに焦点を充てた内容に変更し、

科目名称を変更した。

学びの基礎

論２

（授業形態）演習

（目標と授業計画）多様化している新入生が主体的に学修していくことができるよ

うに、生涯にわたる学びと大学で学ぶことの意味について丁寧に説明し、新入生の

学びへの動機づけを明確にすることを目的とする。一人ひとりが思い描く目標をよ

り明確にとらえることで、その実現のために具体的な努力が必要であるかを探求

し、理解する。自己の目標を実現した将来の自分をより明確にイメージすること

で、目標到達するための力を養うことを目標とする。そのような人間的成長を図る

とともに、大学での学びに必要なコミュニケーションスキルを養いながら自分自身

の考えを相手に理解してもらうためのプレゼンテーション等の基礎的な学習技術を

修得することを目指す。フレッシュマンセミナーに並行して、少人数クラスとして

開講することで、より多様化した学生に対応できるようにする。

コミュニ

ケーション

２

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。社会は人によって構成され、自らの生活も

人との関わりによって成り立っている。他者とのコミュニケーションは社会生活の

基礎となる。本演習は、日常生活から就職活動、卒業後の社会におけるコミュニ

ケーションの基礎を知り、修得することを目標とする。

　他者との良好な関係は、私生活、ビジネスのシーンを問わず、充実した社会生活

を送るための基礎となる。コミュニケーション能力は、人間関係構築に欠かすこと

ができないツールであるが、聞く（聴く）、話す、頷く、アイコンタクト等、コ

ミュニケーションを取るうえでの行動の発信者は自分自身であることから、一瞬の

会話でも自らの精神的状態が大きく影響する。本演習では、行動としてのコミュニ

ケーションスキルに限らず、自らの精神的状態を客観的に捉え、自らを尊重するこ

とを基盤に、相手を尊重しつつも自らの意見を伝える、他者との関係において自ら

を守る、他者の意見から学び、同時に自らの価値を知ることを大切にしたコミュニ

ケーションを考える。

（オムニバス方式／全15回）

（42 野間川内　一樹／13回）

自己と他者の尊重、意見の衝突、自分自身を守る、家庭内、学校、友人、就職活

動、職場、それぞれにおけるコミュニケーションのあり方を解説する。

（67 中山　紘之／2回）

コミュニケーションの基本となるアサーションの考え方、傾聴について解説する。

通学課程では、新入生を対象に学び

への動機づけを明確にすることを目

的とした科目であるが、通信制にお

いては社会人等を受講者として想定

しており、本課程に入学した時点で

学びへの動機付けはできているとい

う観点から、動機付けへの言及は最

小限に抑え、社会生活及び学問生活

の基礎となるコミュニケーションス

キルに焦点を充てた科目に変更し、

科目名称を変更した。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

社会を読み

とくＡ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）人が社会で生きていくうえで、社会の仕組みを知り「賢明な判

断」を下せることが重要である。この授業では法学、経営学、ニュース理解、環境

と社会、政治学、福祉環境論を切り口として、我々が生きていく社会の仕組みを読

みとくことを目的とする。このことを通じて社会や社会の仕組みについて学び考え

ることで、社会に出た時に役立つ考え方を育む。

社会を読み

とくＡ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。法とか裁判というと、何だか難しそうで自

分とは関わりのないもののように思われるかもしれない。しかし、私たちは既に法

がとりまく社会の中で生活していて、将来、法や裁判に関わらざるを得ないことに

なるかもしれない。そうであるなら、一般市民として必要な法や裁判に関する知識

や考え方を身につけておくことは自身にとっても有益なことであるし、また一般市

民が法や裁判に関心を持つことは司法制度の向上にも必要不可欠であるといえる。

本講義では、そのような法や裁判についての基本的な知識や考え方を具体的な事例

や裁判例を交えて分かりやすく解説し、法や裁判に関する問題点について一緒に考

えてもらうことを目標とする。 また初めて法学を勉強する者のための学習のコツな

ども適宜述べる。

通学課程では、新入生を対象に社会

の仕組みを読みとくことを目的に開

講している科目であるが、通信制で

は社会人等を対象としており、より

具体的な社会制度を対象とした内容

に変更した。

日本国憲法 （授業形態）講義

（目標と授業計画）憲法は、国家と国民の関係を規律する国家の根本法である。で

は、日本国憲法は、いかなる理念と根本原理に基づいて成立しているのか。いかな

る基本的人権の制限・侵害が問題とされ、その侵害からの救済はどのようにして可

能となるのか。具体的事件に関わる判例を適宜取り上げ、基本的人権と違憲審査制

に焦点を当てて、日本国憲法の法理を考察する。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

自然を読み

とく

（授業形態）講義

（目標と授業計画）「自然を読みとく」では、人として生きていく上で大切な自然

科学に対する汎用的能力の育成を目的とする。物理学、化学、生物学、地学および

数学に関連する内容のうち、3分野をオムニバス形式で教授する。本科目は、初年次

の導入科目として位置付けており、自然科学に対する知的好奇心と知的探究心を引

き出し、なぜ学ぶかを理解させること、すなわち学ぶ意義を実感させることを目標

とする。本科目におけるオムニバス形式での開講方法とは、具体的には春学期 15

週を 5 週毎に1分野を教授し、全3分野を教授する。分野毎にそれぞれを専門とする

教員が担当する。具体的には、全6クラスを3クラスずつの２班に分け、１担当者は

１クラスで5回、3クラスを通して15回担当する。

１班担当

（65　安田貴徳/5回）数学に関する内容を担当。

（36　重松利信/5回）物理学に関する内容を担当。

（66　青木一勝/5回）地学に関する内容を担当。

２班担当

（49　大熊一正/5回）数学に関する内容を担当。

（50　矢城陽一朗/5回）物理学に関する内容を担当。

（34　高原周一/5回）化学に関する内容を担当。

自然を読み

とくＡ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。宇宙、地球、人間、分子、原子、電

子・・・自然は物質とエネルギーでできている。この授業では自然を化学と物理か

ら読みとくことを目標とする。

（オムニバス方式／全15回）

（10 坂根弦太・11 矢城陽一朗／1回）（共同）

　自然科学の扱う対象の範囲について解説する。

（10 坂根弦太／7回）

　物質とは何か、まずはミクロの視点で解説する。元素と原子の違い、元素合成、

原子の内部構造を紹介する。次にマクロの視点で解説する。気体・液体・固体の性

質、化学反応とエネルギーの関係を紹介し、化学平衡、酸と塩基、放射線と放射能

について解説する。

（11 矢城陽一朗／7回）

　物理学の基本である力学について解説する。まず、物理量の基本単位を説明す

る。次に、ベクトルとしての位置・速度・加速度を解説する。さらに、微分と積分

を用いて物理量の関係式を説明する。これら基本的な知識を基に、運動の３法則か

ら力学における代表的な保存則の導出を解説する。

通信制で想定する受講者の中には、

自然科学に関する科目を高校卒業以

来触れたことがないという者も存在

していると思われる。そこで、物

理、化学、生物、地学という基本的

な自然科学の科目を、通学制よりも

充実した内容で開講する。なお、数

学については、専門科目での科目

（数学入門）でフォローする。

自然を読み

とくＢ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。生物進化の観点から、人と人の社会がどの

ように進化してきたのかを理解させる。私たち人は生物であるので、情報科学を学

ぶうえで、生物としてのヒトの理解は欠かせない。人を理解するには生物としての

ヒトの理解が重要である。本講義では、まず、生物とは何かをミクロな視点から講

義することで、生物としてのヒトの基本構造を解説する。次に、生物進化のしくみ

を解説し、生物がどのように進化して多様性を獲得してきたのか、このうち、特に

ヒトを含む人類がどのように進化してきたのかを解説する。さらに、マクロな視点

から、ヒトがどのように農耕を始め、文明を発達させたのか、ヒト社会の進化につ

いても述べる。最後に、生態系とヒトの関わりについて講義し、現在の地球環境問

題の現状を理解させるとともに、今後どのように対応すれば良いのかを考える。本

講義では、生物進化、社会の進化及び自然然科学分野の学びに対する興味・関心、

並びに幅広い視野を持たせるとともに、当分野を学ぶために必要な専門的事項を理

解させることを目標とする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

技術を読み

とく

（授業形態）講義

（目標と授業計画）「技術を読みとく」では、人として生きていく上で大切な科学

技術に対する汎用的能力の育成を目的とする。バイオテクノロジー、機械、電気電

子、コンピュータ、ロボティックス、生体工学、建築等の科学技術のみならず、自

然科学（物理学、化学、生物学、地学、数学）等に関連する内容のうち、3分野をオ

ムニバス形式で教授する。本科目は、初年次の導入科目として位置付けており、科

学技術および自然科学全般に対する知的好奇心と知的探究心を引き出し、なぜ学ぶ

かを理解させること、すなわち学ぶ意義を実感させることを目標とする。本科目に

おけるオムニバス形式での開講方法とは、具体的には、秋学期15週を5週毎に1分野

を教授し、全3分野を教授する。分野毎にそれぞれの分野を専門とする教員が担当す

る。（オムニバス方式／全15回）

具体的には、3クラスを開講し、3名の教員が１クラス5週ずつ、3クラスで合計15回

担当する。

（45　中川重和/5回）数学に関する内容を担当。

（51　坂根弦太/5回）化学に関する内容を担当。

（67　那須浩郎/5回）生物学に関する内容を担当。

技術を読み

とくＡ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。目指すべき未来社会として提唱されている

「Society5.0」の実現において、ビッグデータは、重要なキーワードの一つであ

る。本講義では、ビックデータとその利用によって創発される技術及びその創発に

必要となるデータの種類やデータの解析手法を解説する。

これにより、本講義は、データサイエンス分野の学びに対する興味・関心、及び幅

広い視野を持たせるとともに、当分野を学ぶために必要な専門的事項を理解させる

ことを目標とする。

（オムニバス方式／全15回）

（12 大熊一正・46 小野舞子／1回）（共同）

本講義で扱う内容及び授業の受講方法・評価方法について解説する。

（12 大熊一正／7回）

今日の社会で流通する大量データから、価値ある情報を導き出し、課題解決や新た

な価値創造に繋げるデータサイエンスや人工知能の基礎を解説する。その後、具体

的な活用領域、及びSociety 5.0の実現に向けた取り組みを紹介する。

（46 小野舞子／7回）

データ倫理や情報セキュリティの概念を解説する。その後、具体的なデータを用い

た基礎的なデータ解析の解説を通して、より高度な解析に利用されるソフトウエア

やその利用方法を紹介する。

通学制では、科学技術と自然科学に

関連する内容を取り上げ、学ぶ意義

を実感させることを主眼としている

が、通信制では、学びへの動機付け

はできているという観点から、デー

タサイエンスの学びに関する内容及

び情報理工の基礎となる内容を充実

させて開講する。

技術を読み

とくＢ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。地球で起こる地殻変動、環境変動、生物多

様化などのメカニズムを理解し、地球の誕生から現代に至る地球の進化・歴史につ

いて知ることは、現代社会における地球規模の課題である環境問題・エネルギー問

題の本質を理解し、自ら考えて行動するための基盤となる。本講義では、そのうち

固体地球としての側面に注目し、地球内部構造、物質・エネルギー循環、表層環境

変化などに関する基礎的知識の習得を目指す。またそれらがどのような証拠に基づ

いて／どのような技術を用いて解明されてきたのか理解させることを目標とする。

基盤英語

（初級）

（授業形態）講義

（目標と授業計画）将来の社会での活動や各専門分野の学修への橋渡しへの基盤と

なる「確かな知識」の習得と「コミュニケーション能力」の育成を目的とする科目

である。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を総合的に鍛え、英文テキス

トや会話を理解し、その内容について自分の伝えたいことを表現しようとする態度

やその力を育てる。英語力診断テストによりレベル分けをし、その初級レベルであ

る。CEFRのA2の下位レベルの学生を対象とする。日常生活でよく使われる文や表現

などが理解でき、日常の事柄について基礎的な語彙や文法を用いて簡単なやり取り

ができることをめざす。１年次秋学期から開講する。

基盤英語１

基盤英語

（準中級）

（授業形態）講義

（目標と授業計画）将来の社会での活動や各専門分野の学修への橋渡しへの基盤と

なる「確かな知識」の習得と「コミュニケーション能力」の育成を目的とする科目

である。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を総合的に鍛え、英文テキス

トや会話を理解し、その内容について自分の伝えたいことを表現しようとする態度

やその力を育てる。英語力診断テストによりレベル分けをし、その初級と中級の間

のレベルである。CEFRのA2の上位レベルの学生を対象とする。日常生活でよく使わ

れる文や表現などが理解でき、自分に直接的な必要性があることについて基礎的な

語彙や文法を用いて簡単な情報を伝えることができることをめざす。１年次秋学期

から開講する。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義は、将来の社会での活動や各専門分

野の学修への基盤となる確かな知識の習得とコミュニケーション能力の育成をする

ことを目的とする。基礎的な文法事項を整理しながら正確な読解力及び聴解力を修

得することを目標とする。特に、パラグラフ構成（トピック文とサプリメント）に

注目し、筆者の論旨を理解しつつ、先の展開を予測する力を養う。題材として現代

社会において問題意識を深めておくべきテーマを扱う。受講者が授業の最終確認テ

ストにより、一定の基準に到達しないと次の授業に進めないように設定することに

よって、確実にステップアップするよう計画する。

通信制の受講者の英語力を想定し、

基礎的な文法事項を整理しながら正

確な読解力を修得することを主眼と

する内容に変更した。なお、次の学

年で開講される「English for

Computer Science」「English for

Business Field」への準備段階とし

ての科目となるよう再構成してい

る。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

基盤英語

（中級）

（授業形態）講義

（目標と授業計画）将来の社会での活動や各専門分野の学修への橋渡しへの基盤と

なる「確かな知識」の習得と「コミュニケーション能力」の育成を目的とする科目

である。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を総合的に鍛え、英文テキス

トや会話を理解し、その内容について自分の伝えたいことを表現しようとする態度

やその力を育てる。英語力診断テストによりレベル分けをし、その中級レベルであ

る。CEFRのB1の上位レベルの学生を対象とする。身近な話題について標準的な話し

方であれば主要点が理解でき、適切な文法を用いて簡単な情報を伝えることができ

ることをめざす。１年次秋学期から開講する。

基盤英語２ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義は、将来の社会での活動や各専門分

野の学修への基盤となる確かな知識の習得とコミュニケーション能力の育成をする

ことを目標とする。応用的な文法を学び、聴解力と読解力を修得することを目標と

する。文の流れ考えながら会話を理解し、パラグラフ構成を意識しながら、先の展

開を予測する力を養う。題材として現代社会において問題意識を深めておくべき

テーマを扱う。受講者が授業の最終確認テストにより、一定の基準に到達しないと

次の授業に進めないように設定することによって、確実にステップアップするよう

計画する。

通信制の受講者の英語力を想定し、

英語での発信力や表現力を養うこと

を主眼とする内容に変更した。な

お、次の学年で開講される

「English for Computer Science」

「English for Business Field」へ

の準備段階としての科目となるよう

再構成している。

学術英語(上

級)

（授業形態）講義

（目標と授業計画）専門分野の英語文献へ移行する前段階として、理系・文系分野

の基礎的な語彙を学び、「情報活用能力」を活かした読解力や「思考・判断・表現

力」を養成する科目である。２年次春学期から開講する選択科目である。基盤英語

の発展科目であり、また学科で開講される専門英語への橋渡しとなるような内容を

扱う科目とする。本授業は、基盤英語中級、上級レベルを対象とする。

English for

Computer

Science

CLIL （授業形態）講義

（目標と授業計画）本授業「Content and Language Integrated Learning（内容言

語統合型学習）」では、数学・科学・文化などの教科内容について英語を通して学

ぶことで、教科内容と英語両方への理解を深めることを目標とする。教科内容につ

いて英語で話し合うことで「創造的な思考力」を養う科目である。３年次春学期か

ら開講の選択科目である。

学術英語(中

級)

（授業形態）講義

（目標と授業計画）専門分野の英語文献へ移行する前段階として、理系・文系分野

の基礎的な語彙を学び、「情報活用能力」を活かした読解力や「思考・判断・表現

力」を養成する科目である。２年次春学期から開講する選択科目である。基盤英語

の発展科目であり、また学科で開講される専門英語への橋渡しとなるような内容を

扱う科目とする。本授業は基盤英語初級、準中級レベルを対象とする。

English for

Business

Field

Academic

Writing

（授業形態）講義

（目標と授業計画）基盤英語の上位レベル（上級と中級レベル）単位取得者を主に

対象とした上級者向けの２年次秋学期から開講の選択科目である。将来アカデミッ

クな英語を用いて論理的な文章の作成や発表を行うための基礎的な言語知識と言語

能力をなどの「技能」を培うことを目標とする科目である。「情報活用能力」を重

視する観点として授業展開を行うものとする。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。本演習中においては、各種英文資料の読解

などのさまざまなタスクをこなしていくことを通して、ビジネスに関する基本的な

用語(英語および対応する日本語)や英語表現、ビジネスを行う上で基盤となる考え

方等について述べることにより、学生たちに社会の仕組みについて幅広く理解させ

ることや、将来関わることになる当該分野のビジネスに対する考え方の土台作りを

する過程に繋げていくことを目標とする。

通信制の受講者に適合するようビジ

ネスでの基盤となる考え方を含めた

英語で学び、より広範囲な英語を学

ぶために、集約を行った。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。本演習では、情報理工学を専攻する学生が

英語で書かれた専門分野の教科書や文献・書類を理解する素地を作ることを目標と

する。 情報分野で使用される語彙や表現について述べ、日常会話とは異なる意味や

概念について講義することで、教科書に書かれた英語や専門分野の文献や書類の読

み方を学ばせる。また、プログラミングでも使用される英語の構文を分析する活動

を通して、プログラミングの考え方に関する理解を深めさせる。これらの活動を通

して、情報分野と英語のかかわりに関する新たな知見を教授する。

（オムニバス方式/全15回）

（⑦ 前川洋子・㉔ ジェイソン　ベイデンメン/1回）（共同）

イントロダクションとして教員の紹介、授業の概要や進め方について紹介する。日

常会話で使われる英語と情報理工学分野、ビジネス分野、学術分野で使われる英語

の違いを意識すること、英語がどのように情報理工学分野と関連するかについて講

義する。

（⑦ 前川洋子/７回）

語彙の意味、有用な文法について講義し、英文を理解する準備を行う。コンピュー

タサイエンスやAI・データサイエンス分野の内容について、英語で理解を深める活

動を行う。

（㉔ ジェイソン　ベイデンメン/７回）

専門分野に関する読解指導を行い、英語での表現を講義する。デジタルゲーム・メ

ディア分野の内容について、英語で理解や思考を深める活動を行う。

通信制の受講者に適合するよう情報

理工学を学ぶ学生に向けて、専門分

野の英語の学びに集約を行った。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

基礎数学Ⅰ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。情報理工学分野を学ぶ学生に必要な基礎的

な数学について学ぶ。この講義では、大学での数学を学ぶ上で言語的な役割を果た

す、命題論理、集合の演算や写像といった数学の基礎理論を学び、多次元データ、

多次元変数を扱うための基礎となるベクトルの演算、内積などについて解説する。

命題論理、集合の演算では多くの演習問題を通して基本的な事項を身に付け、空間

ベクトルに関しては外積の定義・性質なども身に付けることを目標とする。

数学入門

基礎数学Ⅱ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。情報理工学分野を学ぶ学生に必要な基礎的

な数学について学ぶ。この講義では、多次元データ、多次元変数を扱うための基礎

となる行列に対して、 その理論をベクトルとの関係から始め、行列の演算、階数お

よび行列式の計算をとりあげ解説する。行列の演算においては行列の積の非可換性

などに注意し演習問題を多く取り入れる。また行列論での大事な役割を果たす行列

の基本変形を用いて階数や行列式の具体的な値を求める力をつけることを目標とす

る。

基礎解析Ⅰ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。微分積分学は、情報理工系学生にとって専

門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。本講義では、数列の極限、級数の

収束・発散、関数の極限・連続性について学んだあと、１変数の微分について学習

する。微分については微分可能性と微分公式について極限の性質を用いて導く過程

について理解することを目的とする。また、 それらを多くの含む問題演習を繰り返

し行うことで、１変数の微分や積分に対する性質や計算方法の理解と習得を目標と

する。

情報基礎数

学１

基礎解析Ⅱ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。微分積分学は、情報理工系学生にとって専

門教育科目の基礎となる重要科目の１つである。本講義では、一変数の微分につい

ては、テイラー展開やマクローリン展開についてその実計算例・応用も含め幅広く

理解することを目標とする。また一変数の積分に関してはリーマン積分を定義した

後、微積分学の基本定理を基礎として積分論を展開する。置換積分、部分積分、広

義積分など幅広い積分について演習問題を通して理解することを目標とする。

解析Ⅰ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。一変数関数の微分を基本として多変数の微

分積分、特に二変数関数の微分についての理論を学習する。二変数関数の極限、連

続性をはじめとして、 一変数関数との類似点、相違点の理解を１つの目標とする。

また偏導関数、偏微分演算子、テイラー展開とマクローリン展開について実際の計

算例をふまえて理解することを目標の１つとする。さらに極値問題について解説

し、ラグランジュの未定乗数法を通して最適化問題に関する応用ができる能力を身

に付けることを目標とする。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。微分・積分は事象の変化や、その蓄積の影

響を数学的に捉えるなど、種々の情報を得る上で不可欠であり、科学技術の諸分野

で重要な役割を持つ。

本講義では、１変数の微分と積分、２変数の偏微分を扱う。１変数の微分では、関

数の微分可能性の概念を理解し、初等関数の微分ができるようになること、そし

て、応用として接線を求めたり、グラフの概形が描けるようになることを目標とす

る。１変数の積分では、より多くの関数の不定積分が計算できるようになり、面積

や体積の計算に応用できるようになることを目標とする。２変数の偏微分では２変

数のテイラー展開、マクローリン展開を理解し、また極値を求めるためにラグラン

ジュの未定乗数法を利用できるようになることを目標とする。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義では、データサイエンスや機械学習

を理解するうえで必要となる内容について学ぶ。集合と写像の基本概念から始め、

論理的思考を養う。次にベクトルの加法、スカラー倍、内積や外積の計算、線形独

立や基底、次元の概念を理解する。そして行列の定義と基本操作、行列の積、転

置、行列式の計算とその性質、逆行列の計算法について学ぶ。さらに線形写像の基

本性質、固有値、固有ベクトルの定義と応用を学び、画像処理やグラフ理論の基礎

を学ぶ。プログラミング言語を用いて、コンピュータで計算、可視化を行いなが

ら、数学的な知識理解を深めつつ、数学の基礎を身につけることを目標とする。

通学制では2科目4単位で開講してい

る科目を、通信制では1科目2単位に

統合している。

通学制では、授業中に課題を解く時

間を設けており、学生個々人の進度

が違うことを踏まえ演習に時間を

とったり、授業回ごとに前回の復習

を行うが、通信制においては、LMS

の機能で質疑応答ができ、説明は1

回で済むことから、講義に集中する

ことができ、1つの科目に集約し

た。

通学制では3科目6単位で開講してい

る科目を、通信制では1科目2単位に

統合している。

通学制では、授業中に課題を解く時

間を設けており、学生個々人の進度

が違うことを踏まえ演習に時間を

とったり、授業回ごとに前回の復習

を行うが、通信制においては、LMS

の機能で質疑応答ができ、説明は1

回で済むことから、講義に集中する

ことができ、1つの科目に集約し

た。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

線形代数Ⅰ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。数学や情報理工学分野など様々な分野の基

盤となる数学的手法である線形代数について、その基礎的な知識と技能の一部を習

得することを目標とする。行列の演算に関する基本性質、連立一次方程式の解の存

在条件と数ベクトル空間およびその部分空間など線形代数の基本事項について学ぶ

ことで、数理的な思考力を身に付けることを目標する。多くの演習問題を解くこと

で数ベクトル空間とその部分空間に関する抽象的な議論を習得することを目標とす

る。

情報基礎数

学２

線形代数Ⅱ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。コンピュータの発達によって「線形代数」

はより身近な存在となり、「微分積分」と同様に、情報理工学分野における重要な

基礎科目となっている。本講義では、定義・定理・例題・演習のパターンで学修す

ることにより、線形代数の行列に関するテーマを取り上げ、固有値固有ベクトルを

はじめとした、対角化につながる議論などについて解説し、数学的な構造を理解す

ることを目標とする。固有値問題は主成分分析などデータサイエンスを始めとした

応用分野にとっても重要になってくるため十分な演習問題を習得することを目標と

する。

応用数学Ⅰ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。自然現象を数理モデルとして表現すると

き、微分方程式が数多く用いられる。それは情報理工学における最適化問題でも同

様であり、ある程度複雑な微分方程式を解くことで重要な解が得られることがあ

る。本講義では、1階、2階の非同次線形常微分方程式の解法を、これまでに学修し

た微積分学、線形代数学の知識と関連付け解説する。加えて、数理生態系モデルへ

の応用について解説する。また十分な演習を行い、問題が解けるようになることを

目標とする。

数理科学

応用数学Ⅱ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ここまでに学習した基本的な微分積分を元

に、工学において多くの応用例を持つフーリエ級数展開・フーリエ変換について学

ぶ。前半は周期関数についてのフーリエ級数展開についてその収束性と応用例につ

いて学ぶ。また後半では線形システムや非周期関数のフーリエ変換についても多く

の演習と応用例を通して学ぶ。さらに超関数についてのフーリエ変換を学び、線形

空間との関係を調べ一般化フーリエ級数・変換についての理解を深めることを目標

とする。

解析Ⅱ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。これまで習得した一変数の微分積分、多変

数関数の微分を基礎として、多変数関数の積分についての理解を深め、基本的な微

分方程式の解法を習得することを目標とする。累次積分、極座標変換を用いた積分

に加え、広義積分を例題、問題の演習を多く扱うことにより、重積分の理解を深め

る。またガウス積分などデータサイエンス分野などによく現れる積分についても紹

介する。微分方程式については変数分離型、1階線形微分方程式の解法を主に扱い多

くの演習をすることで理解を深めることを目標とする。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。数学や情報科学など様々な分野の基盤とな

る数学的手法である線形代数について、その基礎的な知識と技能の一部を習得させ

ことを目標とする。講義の内容として「行列の演算に関する基本性質」「連立一次

方程式の解の存在条件」「数ベクトル空間および部分空間の基本性質」「固有値、

固有ベクトル、固有空間」「行列の対角化」を主要なトピックにおく。知識だけで

なく具体的な計算の実行も大事であるため、問題を解く時間も適宜設ける。

通学制では2科目4単位で開講してい

る科目を、通信制では1科目2単位に

統合している。

通学制では、授業中に課題を解く時

間を設けており、学生個々人の進度

が違うことを踏まえ演習に時間を

とったり、授業回ごとに前回の復習

を行うが、通信制においては、LMS

の機能で質疑応答ができ、説明は1

回で済むことから、講義に集中する

ことができ、1つの科目に集約し

た。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。自然現象を数理モデルとして表現すると

き、微分方程式が数多く用いられる。それは情報科学における最適化問題でも同様

であり、ある程度複雑な微分方程式を解くことで重要な解が得られることがある。

本講義では、導入部分では多変数の微分積分や極座標系について解説したあとで、1

階、2階の非同次線形常微分方程式の解法を、これまでに学修した微積分学、線形代

数学の知識と関連付け解説する。

加えて、周期関数についてのフーリエ級数展開を取り上げるとともに、数理生態系

モデルへの応用において、周期性などの性質について解説する。また十分な例題を

準備し、基本的な問題が解けるようになることを目標とする。

通学制では3科目6単位で開講してい

る科目を、通信制では1科目2単位に

統合している。

通学制では、授業中に課題を解く時

間を設けており、学生個々人の進度

が違うことを踏まえ演習に時間を

とったり、授業回ごとに前回の復習

を行うが、通信制においては、LMS

の機能で質疑応答ができ、説明は1

回で済むことから、講義に集中する

ことができ、1つの科目に集約し

た。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

論理・集合

と写像

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義では、情報科学分野で重要な役割を

担う離散数学の基本的な部分に関して学習する。まず、離散数学の出発点である集

合に関する知識について、次に命題計算、写像、数えあげや帰納法などの離散対象

に関する基本的な数学知識を修得する。続いて、離散対象間の関連付けを取扱う２

項関係や２項関係の諸性質について学び、離散グラフ、グラフの連結性、木、構造

化などについても解説する。多くの演習問題を通してこれらを身に付けることを目

標とする。

情報数理

離散数学Ⅱ （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。オートマトンと形式言語理論は、コン

ピュータを抽象化して得られる離散数学的なモデルで、計算機科学の理論的な基礎

として研究が行われている。本講義では、オートマトンと形式言語理論を通じて、

オートマトン、プッシュダウンオートマトン、チューリングマシンのような計算機

モデルと、正規文法、文脈自由文法、句構造文法などの文法の形式とそれらから生

成される言語との関係について解説する。オートマトンの処理については、決定

性、非決定性に関する議論、状態数最小化などのアルゴリズムとしての理解を特に

重視する。

情報理工学

概論

（オムニバス方式／全８回）

・第1回、第2回、第7回、第8回

(4 榊原道夫,21 川島正行/4回)、(2 劉渤江,23 廣田雅春/2回)、(2 劉渤江,9 椎名

広光/2回)、(24 浅山泰祐,25 菅野幸夫/4回)、(8 荒木圭典,29 横田雅司/4回)、(28

小林亘,20 趙菲菲/4回)

(それぞれ共同)

・第3回、第4回、第5回

(5 三宅新二/0.5回×3ｻｲｸﾙ)、(16 木戸善之/0.5回×2ｻｲｸﾙ)

コンピュータサイエンスコースにおける情報セキュリティ、コンピュータシステ

ム、情報の数理の学修のプロセスについて概説し、グループワークでまとめる。

(15 李天鎬/0.5回×3ｻｲｸﾙ)、(9 椎名広光/0.5回×2ｻｲｸﾙ)

ＡＩ・データサイエンスコースにおける知的処理、データサイエンスについての学

修のプロセスについて概説し、グループワークでまとめる。

(7 江本正喜/0.5回×3ｻｲｸﾙ)、(11 下田紀之/0.5回×2ｻｲｸﾙ)

デジタルゲーム・メディアコースにおけるゲーム制作、メディア制作についての学

修のプロセスについて概説し、グループワークでまとめる。

(1 山田訓/0.5回×2ｻｲｸﾙ)、(10 藤本真作/0.5回×3ｻｲｸﾙ)

ＡＩロボティクスコースにおけるロボット工学、機械学習についての学修のプロセ

スについて概説し、グループワークでまとめる。

(6 松浦洋司/0.5回×2ｻｲｸﾙ)、(13 赤木徹也/0.5回×3ｻｲｸﾙ)

メカトロニクスコースにおける組み込み技術、人間工学、ユニバーサルデザインに

ついての学修のプロセスについて概説し、グループワークでまとめる。

(12 河野敏行/0.5回×3ｻｲｸﾙ)、(19 久野弘明/0.5回×2ｻｲｸﾙ)

キャリアデザイン、教職免許取得課程についての学修のプロセスについて概説し、

グループワークでまとめる。

・第6回

(1 山田訓、11 下田紀之、16 木戸善之、9 椎名広光、(6 松浦洋司、19 久野弘明

(共同))

各自で履修計画を作成することにより、4年間の学びを理解し、キャリアデザインへ

の意識を高める。

情報理工学

フロンティ

ア

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。初年次の基礎科目であり、本学科の専門科

目に関連する最新の社会的な動向や研究の潮流について解説し、情報理工学分野の

社会的意義を理解させる。これにより、本講義は、情報理工学分野の学びに対する

興味・関心、及び幅広い視野を持たせるとともに、当分野を学ぶために必要な専門

的事項を理解させることを目標とする。

（オムニバス方式／全15回）

（③ 椎名広光・⑤ 李天鎬・② 下田雅彦・① 牧祥・④ 河野敏行・⑥ 安田貴徳・

⑩ 秋山英久・⑪ 大西朔永／1回）（共同）

情報理工学科の専門分野について解説する。

（② 下田雅彦／2回）

情報システム分野の事例について解説する。

（③ 椎名広光・⑪大西朔永／4回）（共同）

情報理工学科で行われている授業科目とAI分野との関係性を解説し、自然言語処

理、生成AIなどの研究事例や実用例について解説する。

（⑤ 李天鎬／2回）

人工知能、機械学習における教師あり・なし・強化学習について解説し、深層学習

における画像分類、物体検出、セグメンテーション、画像生成などについて解説す

る。

（① 牧祥／2回）

流れの三次元数値計算と実験評価、分布の三次元数値計算の可視化。

（④ 河野敏行／2回）

簡単な現象を数式で表して考えることや数式で表された内容をコンピュータで計算

するテクニックなどを事例を交えて解説する。

（⑥ 安田貴徳／1回）

情報システム科目のなかでも暗号分野のもたらす影響や先端の研究事例を紹介す

る。

（⑩ 秋山英久／１回）

エージェントシミュレーションやゲーム開発に必要な基礎技術について学ぶ授業

や、関連する先端の研究事例について解説する。

通信制のカリキュラムに合わせ、通

学制の授業内容を整理し、合わせて

科目名称を変更した。

通学制では2科目4単位で開講してい

る科目を、通信制では1科目2単位に

統合している。

通学制では、授業中に課題を解く時

間を設けており、学生個々人の進度

が違うことを踏まえ演習に時間を

とったり、授業回ごとに前回の復習

を行うが、通信制においては、LMS

の機能で質疑応答ができ、説明は1

回で済むことから、講義に集中する

ことができ、1つの科目に集約し

た。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。情報を数理的に取り扱う際に、離散的な構

造として考えることが多い。そこで本講義では、論理・集合と写像、オートマト

ン、形式言語理論、グラフ理論、ネットワーク理論について述べる。これらのテー

マは、計算機科学の理論的な基礎として研究が行われている。講義内容は、オート

マトンと形式言語理論を通じて、オートマトン、プッシュダウンオートマトン、

チューリングマシンのような計算機モデルと、正規文法、文脈自由文法、句構造文

法などの文法の形式とそれらから生成される言語との関係について解説する。オー

トマトンの処理については、決定性、非決定性に関する議論、状態数最小化につい

て解説し、アルゴリズムとしての理解を重視する。また、グラフ理論とネットワー

ク理論では、数理的な構造の特徴を理解させることを目標とする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

電子計算機

概論

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義では、コンピュータに関する基礎的

な知識を得ることを目標とする。現代社会は数えきれないほどのデジタル機器で溢

れている。例えば、スマートフォン、ゲーム機などのデジタル機器は、コンピュー

タがデジタル情報を処理することによってその役割を果たしている。そのため、現

代を生きる我々にって、コンピュータに関する知識を持つことには大きな意義があ

る。この授業では、まず0または1を用いた数値表現およびその演算方法について学

習し、最終的にコンピュータの基本構成や動作原理について学習する。

コンピュー

タ概論

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義では、コンピュータに関する基礎的

な知識を得ることを目標とする。現代社会は数えきれないほどのデジタル機器で溢

れている。例えば、スマートフォン、ゲーム機などのデジタル機器は、コンピュー

タがデジタル情報を処理することによってその役割を果たしている。そのため、現

代を生きる我々にとって、コンピュータに関する知識を持つことには大きな意義が

ある。

この授業では、まず０又は１を用いた数値表現およびその演算方法について解説

し、最終的にコンピュータの基本構成や動作原理について学習させる。

受講生にわかりやすい科目名称に変

更した。

プログラミ

ング基礎

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。コンピュータシステムやロボットの制御シ

ステムを開発するためには必ずプログラムが必要である。本授業では、プログラム

の初歩として、コンピュータの実習を通じて構造化プログラミングに適した言語を

利用する。プログラムを学ぶ基礎として、コンピュータの基礎、入出力、データの

型、制御文（分岐と反復）や配列について解説し、実習を通じてそれらを身に付け

る。また、最大値の探索などの簡単なアルゴリズムについても、プログラムととも

に理解することを目標とする。

基礎プログ

ラミング

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。コンピュータシステムやロボットの制御シ

ステムを開発するためには必ずプログラムが必要である。本演習では、プログラム

の初歩として、コンピュータの演習を通じて構造化プログラミングに適した言語を

利用する。プログラムを学ぶ基礎として、コンピュータの基礎、入出力、データの

型、制御文（分岐と反復）や配列について解説し、演習を通じてそれらを身に付け

させる。また、最大値の探索などの簡単なアルゴリズムについても、プログラムと

ともに理解させることを目標とする。

受講生にわかりやすい科目名称に変

更した。

応用プログ

ラミングⅠ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。コンピュータシステムを開発する上で、よ

り詳しいコンピュータの仕組みとプログラム作成能力が必要である。本授業では、

プログラミング基礎に引き続きプログラミングの文法的記述や処理の組み合わせに

ついて学ぶ。分岐、反復、配列に加え、文字列の取り扱いや関数、構造体について

理解し、説明できることを目標とする。また、演習を通じて、自力でプログラムを

作成する能力を身に付け、問題に応じたプログラムを作成することができることを

目標とする。

応用プログ

ラミング

応用プログ

ラミングⅡ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。プログラミング基礎、応用プログラミング

Ⅰを踏まえて、より発展的な内容をを学習する。本授業では制御の理解を踏まえ、

主にリスト、辞書などのデータ構造に関連する事項や参照に関する記述とコン

ピュータにおける仕組みについて解説する。また、 演習を通じて、 リスト処理や

ツリー構造などデータ構造やアルゴリズムとの関係について解説し、アルゴリズム

やデータ構造を意識したプログラムの実装についての理解を目標とする。

通学制では、演習を行う際に、プロ

グラムの入力や実行に大半の学生が

ができるまで待つ想定をしている。

そのため、時間にある程度時間がと

られている。

通信制では、プログラムの入力の時

間や実行時間を学生ごとに待つこと

を想定しておらず、教科内容を多く

含めることが出来るようになった。

応用プログラミングでは、ポイン

ターなどの内容を含む応用プログラ

ミングⅡの内容を取り上げることが

可能となっため、2科目を集約して

いる。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。入出力、分岐、反復、配列などを学習した

基礎プログラミングの内容を踏まえて、より発展的な内容を学習させる。本授業で

は、関数や構造体、ポインタ、クラスについて説明し、それらを用いたプログラム

の演習を行う。また、演習を通じて、リストなどのデータ構造、クラスなどのオブ

ジェクト指向やアルゴリズムを解説し、データ構造を意識したプログラムの実装に

ついての理解させることを目標とする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

アルゴリズ

ムⅠ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）8回の講義を行う。コンピュータシステムを動かすプログラムの

論理構造を決定するポイントは、アルゴリズムである。プログラムの設計に当たっ

ては、それが対象とするデータ構造を理解する事を含めて不可欠である。本授業で

はアルゴリズムの基礎の中でも、連結リスト、双方向リスト、 線形探索および二分

探索の探索法、ハッシュについて解説する。また、C言語のソースコードとの関係性

についても解説する。また、演習を通じて、ソフトウェア設計の基礎を習得すると

ともに、コンピューテーショナルシンキングにつながるアルゴリズム的思考の育成

を目標とする。

データ構造

とアルゴリ

ズム

アルゴリズ

ムⅡ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）8回の講義を行う。プログラムの論理構造はアルゴリズムによっ

て決定される。プログラムの設計に当たっては、アルゴリズムの実行に必要な時間

（計算量）をあらかじめ考慮することが不可欠である。講義では二分探索木の変形

による効率的なデータのアクセス手法および関連するデータ構造、整列アルゴリズ

ムについて解説する。また、演習を通じて、アルゴリズムの重要ポイントを理解さ

せ、ソフトウェア設計の基礎とするとともに、コンピューテーショナルシンキング

につながるアルゴリズム的思考の育成を目標とする。

データ構造

Ⅰ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）8回の講義を行う。プログラムの論理構造を決めるには、アルゴ

リズムとともにデータ構造も重要な要素である。本授業では、データ構造、中でも

構造体、配列によるリスト構造、配列によるスタック、配列による待ち行列につい

て解説する。加えて、データ構造によるアルゴリズムの速さに関する評価法につい

ても解説する。また、演習を通じてデータの変更状況を理解させ、ソフトウェア設

計の基礎とするとともに、コンピューテーショナルシンキングにつながるアルゴリ

ズム的思考の育成を目標とする。

データ構造

Ⅱ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）8回の講義を行う。プログラムの論理構造を決めるには、アルゴ

リズムとともにデータ構造も重要な要素である。本授業では、「データ構造Ⅰ」に

引き続き、再帰的処理に分木構造を持つデータに対する手順、特に2分木構造へのな

ぞり方について解説する。加えて、木構造データに対するアルゴリズム速さに関す

る評価法についても解説する。また、 演習を通じてデータの変更状況を理解させ、

ソフトウェア設計の基礎とするとともに、コンピューテーショナルシンキングにつ

ながるアルゴリズム的思考の育成を目標とする。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。プログラミングを行う際は、問題を解くた

めの手順（アルゴリズム）とコンピュータ内部で扱うデータを蓄えるための形式

（データ構造）の選択が重要である。よって、一般に「アルゴリズム＋データ構造

＝プログラム」と表現されることがある。データ構造とアルゴリズムの概念は、プ

ログラム言語とは独立しているものの、効率的なプログラムを作成するための必須

知識であると共に、情報技術の基礎知識およびコンピュータによる情報処理技術の

基礎である。本講義では、連結リスト、双方向リスト、線形探索、二分木探索、

ハッシュ、並び替え、再帰のアルゴリズムや、構造体、リスト構造、スタックの

データ構造について解説し、加えてアルゴリズムの評価に使う時間計算量について

も解説する。本講義では、アルゴリズム設計における基礎とその応用能力を修得さ

せることを目的とする。

通学制の「データ構造1、Ⅱ」と

「アルゴリズムⅠ、Ⅱ」では、授業

時間内に演習課題や関連するプログ

ラムの入力や実行に時間をとってい

る。

通信制では、演習課題やプログラム

の添削を、LMS上で行うことができ

ることから、講義に集中でき、4科

目（合計4単位）を1科目（2単位）

に統合した。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

インター

ネット入門

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。インターネットは社会に必用不可欠なもの

になっている。本講義はインターネットについての基礎知識として、インターネッ

トの歴史、インターネットの発達と起用の多様化、構成、クライアント側のWebブラ

ウザの仕組みや違いなどついて解説するとともに、インターネットを利用する上で

のセキュリティや社会の発展について解説する。インターネットの仕組みだけでは

なく、利用する社会人としての一般教養としてインターネットの仕組みを理解する

ことを目標とする。本講義はインターネットを利用した遠隔授業を行い、協定を締

結している高校の生徒も同時に受講する。そのため各回の講義時間は45分とする。

インター

ネット・セ

キュリ

ティ・アル

ゴリズム入

門

アルゴリズ

ム入門

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。プログラミング的思考やアルゴリズム的思

考が情報処理教育の中で提唱されているが、論理的思考を含めたコンピュータに関

連する思考方法は重要である。本講義では、アルゴリズムとその表現の仕方として

のフローチャート、計算の効率性、文章からのフローチャートへの変換、数列など

に関連した方程式を用いた再帰について解説する。また、ゲームやAIで使われてい

るアルゴリズムなどの概要についても解説する。これらを通じて、コンピューテー

ショナルシンキングにつながるアルゴリズム的思考の育成を目標とする。本講義は

インターネットを利用した遠隔授業を行い、協定を締結している高校の生徒も同時

に受講する。そのため各回の講義時間は45分とする。

確率 （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ここまで学んだ統計や微分積分を基礎とし

て、不確かな現象を表し、それを理解するための手法である確率論を学習する。確

率空間の定義から始め、離散型、連続型の確率変数の取り扱い、ベイズの定理など

の基本的な内容から、確率分布までを学ぶ。離散型の確率分布としては代表的な二

項分布、ポアソン分布、連続型の確率分布としては指数分布、正規分布などを学習

し、実際のデータによって使い分けられるように多くの演習問題を通して学んでい

く。

基礎データ

解析

（授業形態）講義

（背景と目標と授業計画）15回の講義を行う。データ解析は、ビジネス・医療など

様々な場面でデータに基づいた意思決定を支援するために行われる、データから有

益な情報を取り出す一連の実践的な取り組みである。本講義は、データ解析の基礎

となる記述統計や標本調査で使用する無作為抽出について講義する。主な内容は、

データの種類、データの要約、データの視覚化、相関分析、単回帰分析、乱数の生

成などである。データ解析を行う上で基礎となるデータに関する知識と技術の習得

を図ることを本講義の目的とする。

受講生にわかりやすい科目名称に変

更した。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。

AI・DX時代において、サーバークライアント間の仕組みやそれを基本とする通信プ

ロトコルによるインターネットの仕組みやその利用におけるセキュリティに関する

技術及び事例に関する基礎的な知識を身につけさせことを教育の目標とする。それ

らの仕組みをより理解させるためにWeb上で動作するスクリプト言語を利用し、アル

ゴリズムについての学習を行う。インターネットの歴史・仕組み、Webアプリの活用

方法、HTML書式の理解、著作権、サイバー犯罪の現状、フローチャートの書き方、

ソーティングや遺伝的アルゴリズムの紹介などについて解説する。

(④ 河野敏行／10回）

インターネットの歴史・仕組み、Webアプリの活用方法、HTML書式の理解、著作権、

サイバー犯罪の現状、フローチャートの書き方、ソーティングや遺伝的アルゴリズ

ムの紹介などについて解説する。

(⑥ 安田貴徳／5回）

様々な暗号要素技術が使い分けられ、それぞれが得意とする安全性を正しく理解す

る必要がある。共通鍵暗号、公開鍵暗号、PKI、ハッシュ関数、認証、セキュア技

術、情報資産、リスク管理などについて解説する。

通学制では1単位の2科目（合計2単

位)であるものを、通信制では、2単

位の1科目に統合している。通学制

では演習時間に時間がかけられてい

るが、通信制では、LMSの機能での

解説が可能となっていることから、

講義に集中できる。インターネット

とセキュリティとアルゴリズムを関

連を持って学ぶことで、入門段階か

らこれらの３つの分野が関連してい

ることを学び、より専門的な内容へ

の導入をする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

情報セキュ

リティ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。インターネットやコンピュータを安心して

利用できるように、情報漏洩、ウイルス感染によるデータ破損、サービスの停止が

起こらないようにする必要がある。本講義では、Webシステムを中心としたコン

ピュータシステムの各構成要素の概要と各構成要素において注意すべきセキュリ

ティ対策を学び、情報セキュリティ全般的について解説する。情報分野の基礎知識

としてインターネットの仕組みやセキュリティの知識を修得する。その対策法など

の知識を身に付けることを目標とする。

情報セキュ

リティ

セキュリ

ティ運用

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義では、運用上のセキュリティに関す

る知識、新興の情報技術と情報セキュリティ技術に関する知識、システム診断ツー

ルと障害識別技法に関する知識などについて解説する。特に、インシデント対応の

ために、インシデントのカテゴリ、インシデントレスポンス及び応答のタイムライ

ンに関する知識、インシデントレスポンスとハンドリングの方法論に関する知識を

身に付ける。また、内部不正の検出、報告、検出ツール及び法規制に関する知識と

経験、セキュアなど取得に関する知識、セキュリティイベント(事象)の相関ツール

に関する知識の理解を目標とする。

システムセ

キュリティ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。アプリケーションの脆弱性に関する知識、

システムとアプリケーションのセキュリティ上の脅威と脆弱性に関する知識、シス

テムとアプリケーションのセキュリティ上の脅威と脆弱性について解説する。加え

て、セキュアな構成管理技術に関する知識、特定したセキュリティリスクについて

の対策の設計に関するスキルなどのセキュアプログラミングについて理解を深め

る。また、ソフトウェア開発に適用するための情報保証の原理と手法に関する知

識、セキュアコーディング技術に関する知識、ソフトウェア関連の情報技術のセ

キュリティに関する原理と手法に関する知識の理解を深める。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ICT利用なしの世界が考えられない現在、万

一企業において情報流失などの事件が発生した場合での金銭的な損失や企業イメー

ジの低下など、計り知れない損害を被ることになる。本講義では、知識習得の一辺

倒ではなく、学んだ知識をインシデント対応への活用や、セキュアなシステムデザ

イン実施に活かすことを目標とする。

（オムニバス方式／全15回）

（㉑ 平山敏弘／13回　第1回から第5回、第8回から第15回）

前半ではセキュリティにおける基礎知識習得を目的として、インターネットの成り

立ちや、そこに潜むリスクを述べた後、Webシステムを中心としたコンピュータシス

テムの各構成要素の概要と各構成要素において注意すべきセキュリティ事項につい

て理解させることで、情報セキュリティ全般に対する知識を習得させる。

後半では、学んだ知識を活かして、ケーススタディを通じてインシデントレスポン

スを学ばせることで、知識の定着を図る。

加えて、システムデザインを行う際に，どのようにしてセキュリティの観点からシ

ステムを見直し、どのようにして最適なセキュリティ対策を、どこに配置してセ

キュアなシステムデザインを実現するのかについての基礎を学ばせる。

（㉒ 山下克司／2回　第6回から第7回）

中盤では、学生では経験することが難しいリスク管理やセキュリティの運用・手法

について、グローバル標準である米国NIST（米国国立標準技術研究所）発行の文書

から主要なフレームワークを解説するとともに、そのフレームワークを活用してセ

キュリティにおけるリスク管理を学ばせる。

通学制では2単位の4科目（合計8単

位)を、通信制では、2単位の1科目

に統合している。通学制では、課題

の説明や課題の解答に時間がかけら

ているが、通信制ではLMSの機能で

の解説が可能となっていることか

ら、インターネット上でのセキュリ

ティの話題を追加している。また、

インターネットとセキュリティとア

ルゴリズムを関連を持って学ぶこと

で、入門段階からこれらの３つの分

野が関連していることを学び、より

専門的な内容への導入をする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

コンピュー

タネット

ワーク

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。コンピュータ間で情報を交換するためには

様々な規則（通信プロトコル）が定められている必要があり、そのほとんどは、一

般ユーザが認知することのないところで、ソフトウェアやハードウェアにより動い

ている。インターネット、携帯電話（スマホ）等で多岐にわたって定められている

通信プロトコルを設計する上で必要となる要素技術を理解し、通信プロトコルの基

礎技術を幅広く理解する。講義を通しての前半では、様々な情報を電気信号や電波

として伝送するためのデータ通信技術を理解し、後半では、OSI参照モデルを基本と

して、コンピュータネットワーク内で利用されている多種の通信プロトコル（順序

制御、MACアドレス、IPアドレス、TCP/IPなど）を理解する。

ネットワー

クプログラ

ミング

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。本演習では、ネットワークプログラミング

に必要な概念や基本知識を学ばせる。TCP/IPプロトコル、ソケットAPI、クライアン

トとサーバプログラムの作成方法、セキュアな通信方法、不正アクセスなどに対応

したセキュリティなどについて学ばせる。また、ネットワークプログラム作成の演

習を通じて理解を深めさせる。簡単なHTTP通信やチャットプログラムを題材とし

て、実際のアプリケーション開発に必要な基本的技術を習得することを目標とす

る。C++、Pythonによるモダンなネットワークプログラミング法、並列処理技術の習

得を目標とする。

ネットワー

クセキュリ

ティ

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。インターネットの普及により膨大なデータ

通信がやり取りされ便利になってきているが、不正アクセスによる情報漏洩なども

多くみられるようになってきており、不正アクセスを防ぐ技術の理解が重要になっ

ている。本講義では、ネットワーク通信のセキュア化に関するスキル、ネットワー

ク攻撃及び脅威と脆弱性の双方への関係に関する知識、脆弱性とシステム内の設定

情報に基づくシステム的なセキュリティ問題を識別法について解説する。ネット

ワークにおけるセキュリティの方法についての理科を目標とする。

ネットワー

ク技術論

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。インターネットを利用する際には、ネット

ワークによる接続が行われている。ネットワークの仕組みについては、コンピュー

タネットワークにおいてプロトコルなど基礎的な仕組みを解説しているが、実際の

ネットワークプログラミングによる実践もシステムを理解する上では重要な要素で

ある。本講義では、ネットワークプログラミングに必要な概念を解説した後、OSに

関わるプロセス間の通信、TCP/IPプロトコル、ソケットAPI、クライアントとサーバ

プログラムの作成方法などについて解説する。また、ネットワークプログラム作成

の演習を通じてネットワークの仕組みの理解を深める。

インター

ネット論

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。

目標:

・各種プロトコルやメール、Webの動作について説明できる。

・インターネットに公開するシステムの構築・運用について説明できる。

・暗号化とインターネット上の脅威について説明できる。

・インターネット利用に関する法規やリテラシーについて説明できる。

授業計画：

15回の授業を行う。本講義ではインターネットの歴史・概要説明の後、基礎として

各種プロトコルやメール送信・Webシステムの働きを解説する。次にインターネット

に公開するシステムの構築・運用を行う際に実施する内容や、クラウドサービスの

利用についても解説する。

インターネット利用時にはセキュリティの知識も大事であるため、インターネット

上の脅威を理解させ、暗号化についての基礎知識と必要なセキュリティ対策につい

て理解を深めさせる。またインターネットの適切な使用のため、関連法規やリテラ

シーについても解説する。８回目及び15回目ではそれまでの講義を振り返り、イン

ターネットに関する知識の定着を図る。

発展的な内容に変更しインターネッ

ト論に変更した。

通学制2科目4単位を、1科目2単位に

統合する。LMSの機能を活用するこ

とで、プログラムの入力時間や実行

時間を授業内から削減できるため、

コンピュータネットワークでは、

ネットワークのプログラミングの基

礎とともに、よりセキュアな手法に

ついて内容を追加することでき、

ネットワークセキュリティと集約す

ることとした。また、セキュリティ

の意識がプログラム段階でも意識づ

けられるため、将来性の面からもメ

リットがある。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

Ｗｅｂプロ

グラミング

Ⅰ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。今日のインターネットではWebサービスを行

う際、Webサーバ側でCGIなどのプログラムを動かし動的にWebページを作成・変更し

ている。Webサービスの方法の理解やその作成は情報処理技術者として基礎となって

おり、本授業ではCGIとしてよく利用されているPHP言語を学習する。PHP言語の代

入、条件、繰り返しなど処理とデータ構造のうち変数、配列、連想配列について学

習し、簡単な動的なWebページの作成法の習得を目標とする。

Ｗｅｂシス

テムプログ

ラミング

Ｗｅｂシス

テム開発

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。WWW(World Wide Web)には多くの技術が使わ

れており、サーバサイドやフロントサイドのプログラミングやデータベースの利用

技術を理解・習得することも必要である。しかし、WWWに関連するシステム作成を開

発するには、それらの技術を統合が必要となる。本講義では、WWWに関連する多くの

技術を紹介するとともに、Webアプリケーションフレームワークを利用したWebシス

テムの開発について実践することで、システム化の手法について学ぶことを目標と

する。

Ｗｅｂプロ

グラミング

Ⅱ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。WebプログラミングⅠを踏まえて、PHP言語

の関数やモジュールの利用などより発展的な内容を学習する。また、Webシステムに

おいて動的なホームページとファイルの操作やデータベースの利用は、必修となっ

ている。そこでPHPスクリプトからのファイル操作法や、MySQLやSQLiteのデータ

ベースの利用について学習する。最後に、グループ学習を取り入れ、統合したWebシ

ステムの開発ができることを目標とする。

データベー

スプログラ

ミング

データベー

ス

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。コンピュータは大量の情報処理を高速に実

行でき、計算機としての役割の他、情報処理機器としての役割も非常に大きい。本

講義では、(1)ファイルとデータベースの違い、(2)リレーショナルデータベースの

データモデルとリレーショナル代数、(3)操作言語SQLとリレーショナルDBMS、(4)正

規化の意味と方法、(5)データベースの同時実行制御等の技術的背景、データベース

の応用、プログラムからのDBアクセス法について解説する。コンピュータを用いた

情報処理の中核技術であるデータベースシステムの仕組みについて理解することを

目標とする。

応用データ

ベース

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。データベースのアクセスや正規形の仕組み

及び問い合わせ言語(SQL)の理論についてはデータベースの講義で解説している。そ

れに加えて、システムの運用を実践することも重要である。本講義では、リレー

ショナルデータベース(RDBMS)のシステムの一つで、商用RDBMSの中でも幅広く利用

されているOracle Databaseを利用し、データベースの構成法やデータベース言語

SQLを用いた問い合わせの演習を行い、実践力を身に付けることを目標とする。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。リレーショナルデータベース管理システム

は、企業に導入されているWebシステムを含めた販売管理、生産管理、在庫管理など

のほとんどのシステムで利用されており、必要不可欠なものとなっている。このよ

うな企業システムに関わる技術者にとっては、データベース管理システムに関する

知識は極めて重要である。本演習では、データベースのリレーショナル代数やデー

タベースの正規化や問い合わせ言語（SQL)の基礎を踏まえたうえで、内部実装方法

を理解することにより、より内部処理効率の良い利用方法を選択してシステムに組

み込みできるようになることを目標とする。始めに、リレーショナルデータベース

の内部実装について解説した後、メタデータの定義方法や様々なデータの操作方法

などをMySQLを利用して演習を通じて教授する。また演習を通じて、アプリケーショ

ンからのデータベースの利用方法についても理解を深めさせる。

通学制では2科目4単位のものを1科

目2単位に集約した。

通学制では、演習を行う際に、プロ

グラムの入力や実行に大半の学生が

ができるまで待つ想定をしている。

そのため、ある程度時間がとられて

いる。

通信制では、プログラムの入力の時

間や実行時間を学生ごとに待つこと

を想定しておらず、その分、教科内

容を多く含めることが出来るように

なった。Webシステムに関する項目

を含め、システム開発を意識するこ

とで、単純なCGIを学ぶだけでな

く、アプリケーション作成に役に立

ち、メリットがあると考えられる。

通学制では、演習を行う際に、プロ

グラムの入力や実行に大半の学生が

ができるまで待つ想定をしている。

そのため、ある程度時間がとられて

いる。

通信制では、プログラムの入力の時

間や実行時間を学生ごとに待つこと

を想定しておらず、教科内容を多く

含めることが出来るようになった。

データベースに関する項目を含める

ことが出来、3科目を集約すること

とした。システム開発を意識するこ

とで、単純なCGIを学ぶだけでな

く、アプリケーション作成に役に立

ち、教育効果が期待できる。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。現在は通信ネットワークの大容量化、高速

化が進み、クラウド上にシステムを構築するケースが増えている。クラウド上のシ

ステムは、導入コストを抑えることが可能で運用がしやすい反面、自由度は低くな

る。また、スマートフォンなどの普及により、クラウド上のシステムに様々なデバ

イスからのアクセスが要求されるようになっている。そのため、Webブラウザをクラ

イアントとしているものが多い。このようなクラウド上のシステムに関わる技術者

にとっては、Webシステムに関する知識は極めて重要である。本演習では、Webシス

テムの仕組みについて解説した後、システムの設計、開発に必要なプログラミング

技術を解説し、演習を行うことにより理解を深めさせる。これにより、ネットワー

クプログラミングの基礎知識を理解させるとともに、Webシステムの開発とそこで利

用されるアプリケーションのフレームワークを含めたネットワーク関連分野に対す

る幅広い視野と、その学びに対する興味を持たせることを目標とする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

ＡＩプログ

ラミングⅠ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。最近のAIではプログラミング言語にPython

が利用されていることが多く、ソースコードの提供も広く行われている。AI技術の

実際を理解するためには、既存のPythonで記述されているコードを読むこと、また

新たに記述できることが重要である。本授業では、基礎的な文法から始めて、デー

タ構造、制御、クラスなど処理に関して解説する。特に、リストや辞書のデータの

構造の理解、データの読み込み及びデータ処理がしやすいようにする変換処理につ

いてのプログラムの作成や演習を行う。

ＡＩプログ

ラミング１

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。最近のAIではプログラミング言語にPython

が利用されていることが多く、ソースコードの提供も広く行われている。AI技術の

実際を理解するためには、既存のPythonで記述されているコードを読むこと、また

新たに記述できることが重要である。本演習では、基礎的な文法から始めて、デー

タ構造、制御、クラスなど処理に関して解説する。特に、リストや辞書のデータの

構造の理解、データの読み込み及びデータ処理がしやすいようにする変換処理のプ

ログラムが作成できるようなることを目標とする。

授業科目名称に付けている順次生を

示す数字を、ローマ数字からアラビ

ア数字に変更した

ＡＩプログ

ラミングⅡ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。AI技術では、ライブラリ化が進んでおり、

Pythonから機械学習ライブラリ、数値計算モジュール、データ解析支援ライブラリ

が多く利用している。また、それらのライブラリを利用するには、指定されたデー

タ表現の理解が必要である。本授業では、ライブラリの利用とデータ表現との関係

を解説し、実際のデータのプログラムによる分析や、AI技術でよく利用される

ニューラルネットワークを用いた処理方法についても実践する。また、ライブラリ

の機能の仕組みについても解説する。

ＡＩプログ

ラミング２

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。AI技術では、ライブラリ化が進んでおり、

Pythonから機械学習ライブラリ、数値計算モジュール、データ解析支援ライブラリ

が多く利用されている。また、それらのライブラリを利用するには、指定された

データ表現の理解が必要である。本演習では、ライブラリの利用とデータ表現との

関係を解説し、AI技術でよく利用されるニューラルネットワークを用いた処理方法

について実践する。ニューラルネットワーク構成とそれに対応したプログラムとの

関係を理解させ、プログラムが作成できるようになることを目標とする。

授業科目名称に付けている順次生を

示す数字を、ローマ数字からアラビ

ア数字に変更した

ＡＩの数理 （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。AI技術は、アルゴリズムを用いて人間でし

かできなかった知能的な行為を実現することが目標である。本授業では、AIで用い

られる手法の中でも、 ニューラルネットワークに関する基礎的技術と数理的な分析

とその仕組みを解説する。ニューラルネットワークの階層性に関する講義に加え

て、ニューラルネットワークを用いない機械学習による手法を比較し、利点や欠点

について理解するとともに、Pythonコードによる実装についても実習を行う。

ＡＩアルゴ

リズム

知能情報処

理

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。システムのクラウド化が進むのに伴いあら

ゆるデータがクラウドに集められる「ビックデータ」の活用が注目されている。適

切な「ビックデータ」の活用方法には「知能的」な情報を抽出するデータ加工技術

や数値最適化技術が必要となる。それらの知能情報処理の活用方法に触れて知能と

は何かを学習し、知能システムの構成法についても学ぶ。また、知能システムを構

築するためには「知能的」な情報処理が必要となる。この講義では、知能の概念、

知能的な情報処理を行っているヒトの脳の構造と機能、神経系の働きを模擬する

ニューラルネットワークモデルの基礎を学習する。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。AI技術は、アルゴリズムを用いて人間でし

かできなかった知能的な行為を実現することが目的である。本講義では、AIで用い

られる手法の中でも、 ニューラルネットワークに関する基礎的技術と数理的な分析

とその仕組みを解説する。ニューラルネットワークの階層性に関する講義に加え

て、ニューラルネットワークを用いない機械学習による手法を比較し、利点や欠点

について理解させることを目標とする。

通学制では、課題の解答時間を取

り、解説にも時間をかなり割いてい

る。

また、「AIの数理」と「知能情報処

理」の2科目は、基本的な内容や考

え方がニューラルネットワークに関

連しており共通し、オバーラップし

ている。

通信制では、解説を精査したうえ

で、LMSの機能を用いることで授業

外で課題の解説が出来ることから、

AIの数理に知能情報処理を集約する

こととした。ニューラルネットワー

クの構成の基礎と誤差逆伝搬による

学習の仕組みや数理的な仕組みにを

同一講義で学ぶことで、理論を初め

から学ぶことが出来るため、教育効

果が期待できる。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

機械学習 （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。機械学習は、AI技術の一部として取り扱う

ことができる。理論的な背景も明確であり、アルゴリズムとして明確であるため、

その要素をAI技術の基本として理解しておくことは重要である。機械学友の手法

は、様々な手法が提案されており、本講義では、(1)K近傍法、 (2)K-means法、(3)

決定木学習、(4)サポートベクタマシンの分離平面、カーネルについての議論、(5)

線型回帰、ロジスティクス回帰とロバスト回帰について解説する。

機械学習

機械学習シ

ステム開発

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。AI技術を利用できるようにするには、基本

技術となる機械学習技術だけでなく、機械学習技術を利用したアプリケーションの

システム開発についても習得が必要である。本講義では、機械学習ライブラリやフ

レームワークとの関係、ライブラリとフレームワークの使用方法について解説し、

機械学習を用いたアプリケーションシステムの実践を行う。ニューラルネットワー

クに代表されるAI技術や機械学習の要素技術だけではなく、 コンピュータシステム

の開発についても理解を深めることを目標とする。

ロボットダ

イナミクス

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ロボット工学は、主として産業用あるいは

工業用に使われる各種機械システムを対象とし、これらを様々な分野の作業に応用

する場合の自動化、省力化あるいは安全性、生産性等の向上に力点を置き、それら

の議論を進めてきた。そこで本講義では、代表的な産業用ロボットのひとつである

ロボットマニピュレータを具体例として、その制御あるいは解析を行うために必要

な動力学の基礎的事項について学習する。得られた動特性モデルの利用方法（順・

逆動力学問題）についても学ぶ。

ＡＩロボ

ティクス

制御システ

ム工学

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。あらゆる製品がインターネットに繋がり、

IoT化される社会ではそれらの製品を適切に計測・制御する必要がある。特に通信の

遅れが極めて重大な事故を引き起こしかねない自動車、ロボット、福祉機器、医療

機器など各種機械システムにおいて、自動制御は極めて重要な工学技術といえる。

この講義では自動制御の基本的な考え方を身につけフィードバック制御系を設計す

るために必要な基礎理論を修得することを目標としている。講義の後半で簡単な演

習問題を行う。

ロボット制

御工学

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ロボットシステムを人間社会や情報社会の

なかで利用・応用する場合、制御性能の向上法とその設計法を学ぶことは重要であ

る。ロボットの制御性能は、制御系設計法と作業（動作）の軌道計画に大きく依存

している。そのため、本講義の前半では、ロボットの制御系設計（時間領域設計）

問題のなかで最も有名で基礎的な極配置やオブザーバなどを学ぶ。後半では軌道計

画とその追従制御について学ぶ。いくつかの具体的なロボットを通して、ロボット

制御の基礎と応用を習得することを目指す。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ロボットやメカトロニクス機器は機械部品

やマイコンなどの電子部品、プログラムが組み込まれており、これらのシステムを

構築するためには幅広い知識が必要である。本講義では、ロボットやメカトロニク

ス機器のシステム構築に必要なフィードバック制御や知的制御技術を含めた知識を

学び、ロボット分野の学びに対する興味・関心、及び幅広い視野を持たせるととも

に、ロボット・メカトロニクス機器のシステム全体を理解させることを目標とす

る。

（オムニバス方式／全15回）

（⑭ 藤本真作・㉕ 横田雅司／1回）（共同）

AI（Artificial Intelligence：人工知能）とロボットに関する幅広い内容について

概説する。

2回目以降は２つのフェーズで構成する。

（⑭ 藤本真作／7回）

第1のフェーズでは、如何にしてロボットという概念に到達したかを歴史的な観点か

ら考えていく。その後ロボット技術で欠かせないにAIについて概説し、知的な情報

処理を実現するための様々な方式と具体例を示しながら基礎的知識を修得すること

を目標とする。

（㉕ 横田雅司／7回）

第2のフェーズでは、ロボット・メカトロニクス機器を制御するために重要な役割で

あるマイクロコンピュータと組み込みシステムについて解説する。また、代表的な

ロボットのひとつである対向２輪型ロボットを具体例として、組み込みプログラミ

ングや経路探索アルゴリズムについて解説し、ロボット・メカトロニクス機器の基

礎的知識を修得させることを目標とする。

3科目6単位を1科目2単位に統合して

いる。

通学制のロボティクスユニットの科

目については、通信制のDPにしたが

い、多くは実施しない方針である

が、ロボットのフィードバック制御

に関する内容、知的制御技術、エレ

クトロニクスやAIに関する項目な

ど、このユニットの主だった学習内

容を1科目に編集し、実施すること

とする。

通学制では、課題の解答時間を取

り、解説にも時間を割き、加えて機

械学習のPythonコードについて解説

している。また、「機械学習」「機

械学習システム開発」の2科目は、

基本的な内容や考え方が共通しオ

バーラップしている。

通信制では、解説を精査したうえ

で、LMSの機能を用いることで課題

の解説が出来ることから、機械学習

に機械学習システム開発を集約する

こととした。また、アルゴリズムと

システムを同一講義で、理論と実践

を学ぶメリットがあると考えてい

る。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。機械学習は、コンピューターがデータの反

復処理によってそのデータ中に潜む特徴やパターンを見つけ出すアルゴリズムの研

究領域であり、その知識を活用して未知のデータに対する予測や意思決定を行う技

術である。統計学、数学、コンピュータサイエンスの融合で進化し、画像認識、自

然言語処理など多岐にわたり利用されている。本講義では、いくつかの機械学習モ

デルの特徴とアルゴリズムの流れを理解させ、具体的なデータを用いた分析が行え

るようにすることを目標とする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

ロボットビ

ジョン

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ヒトは視覚情報に基づいて様々な条件下で

周囲の状況を把握し、外界に働きかけることができる。そのため、ロボットシステ

ムやコンピュータ機器にも周囲の環境を的確に把握するために視覚機能を持つこと

が望ましい。しかしながら、ロボットシステムに同様の機能を持たせようとする

と、明るさや色の時空間的分布のなか構造化されていない画像情報を如何に取込

み、その情報から特徴量を抽出し、シーンを認識あるいは把握するかに至るまで、

数多くのフィルタリング処理とその組合せを考える必要がある。このための技術が

ロボットビジョンである。本講義では様々なフィルタリング処理の知識を学ぶこと

ができ、実際にC言語によってフィルタ処理過程の構築ができることを目標とし、そ

れらの最適化問題を学習することができる。

コンピュー

タビジョン

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。近年、工場の生産ラインにおける製品の検

査システム、産業用ロボットでの特定位置の検出、スマートフォンを始めとする

様々な機器での顔認証、自動車の運転支援機能など、様々な場面でコンピュータビ

ジョンが利用されるようになっている。人間の視覚能力を実現する処理であるコン

ピュータビジョンは、今後もさらに多くの産業で利用されることが予想されるの

で、その仕組みを理解しておくことには大きな意義がある。本講義では、デジタル

カラー画像の基礎を解説した後、画像を加工、分析するための様々な手法について

解説する。さらに、近年、広く使用されている深層学習について解説し、その応用

例を解説する。これにより、コンピュータビジョンに対する興味を持たせるととも

に、それに関わる基礎技術を理解させ、新技術の学びを独力で進める基礎を身につ

けさせることを目標とする。

通学制のロボティクスユニットの科

目については、通信制のDPにしたが

い、多くは実施しない方針である

が、「ロボットビジョン」について

は通信制に合うように、情報的な側

面を発展させて「コンピュータビ

ジョン」に再編集して実施する。

データサイ

エンス

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。本講義ではここまで習得した線形代数や統

計を元に、大量のデータを分析するために必要な手法の基礎を理解することを目標

とする。前半では多変量解析に必要なベクトルや行列に関する基本的な技能を用い

て、相関分析、単回帰分析について理解することを目標とする。また後半では、主

成分分析や、判別分析などの手法の基礎的な概念を学びそれらを与えられたデータ

に対して行えるように十分な演習問題を通して理解することを目標とする。

データサイ

エンス

データ分析

法

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。データ分析手法については、データサイエ

ンスなどで解説を行ってきているが、手法と理論についての理解だけではなく実際

のデータによる分析も重要な課題である。特に、実際のデータは不整合なデータが

含まれており、データの整形なども必要である。データ分析法では、経営データな

どのデータを取り上げ、データの整形法や適切な分析法について学ぶ。また、デー

タを分析結果をまとめたり考察できるようにデータを解釈できるようになることを

目標とする。

応用データ

サイエンス

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。Society5.0の実現における工学的応用分野

においては、センサデータなどのディバイスから取得される。ディバイスからの

データは、Web上のデータや経営的なデータなどと違い、連続した数値データである

ことが多く、それに適合した処理を行うことが必要である。本講義では、データの

取得法、時系列データの分析法、複数種類のデータの分析法について解説する。

データの質による分析法の違いや光学的に応用に結び付けることを目標とする。

（授業形態）講義

（背景と目標と授業計画）15回の講義を行う。データサイエンスとは、データを収

集・分析・解釈し、情報を抽出して意思決定を支援する学問と技術である。昨今、

あらゆる産業で効率性の向上や新たな価値創造において重要な役割を果たしてい

る。理系・文系関係なくデータサイエンスの経験やスキルが求められる社会に変化

しつつある。データサイエンスの方法論にはさまざまな手法が存在するが、多変量

解析を学ぶことでデータサイエンスを理解しやすくなる。本講義では、代表的な多

変量解析を紹介し、その手法を解説する。本講義で扱う主な内容は、重回帰分析、

主成分分析、因子分析、判別分析、クラスター分析、多重ロジスティック回帰分析

である。それぞれの手法の特長を受講者が正しく理解し、目的に合わせて使いこな

せるようにすることを本講義の目標とする。

通学制のデータサイエンスでは、理

論を強く解説していたが、通信制で

は多様な受講者を考慮し、理論をコ

ンパクトにまとめ、通学制の「デー

タ分析法」と「応用データサイエン

ス」の内容を再編集し、データ処理

の側面からの解説を充実させてい

る。データ分析の理論と実践を同一

講義で学ぶため教育上の効果が期待

できる。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

統計 （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。観測されたデータから意味ある情報を引き

出す方法を習得することを目標とする。最初にデータのまとめ方や可視化について

学ぶ。その後、データが分する位置や散らばり度合いを表す代表値について学ぶ。

与えられたデータの代表値や特性値を求め、それらをヒストグラムや散布図を用い

て表示できるようになることを目標とする。また2つのデータの関連度を表す相関係

数や直線的関連度がある場合の統計分析法である回帰分析を初歩を学ぶ。

統計

数理統計 （授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。この講義ではこれまで習得した統計、確

率、データサイエンスを元により実践的に現在の社会におけるデータの取り扱いを

学ぶ。膨大なデータの中から意味のある結果を導きだすための手段が統計学であ

る。この講義ではデータを科学するとの立場から、様々な統計量と標本分布、席分

布とそれらから導かれる分布について解説し、それらを用いた最尤法による様々な

推定、また母平均、母比率の検定を具体的な実データに対して行う。

知的システ

ムの数理

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ビッグデータとそのAI情報処理時代の到来

により、多種多様なデータを活用する能力が必要になっている。記述統計学の知識

をベースとして、推測統計学や多変量解析の基礎を学ぶ。また、問題の発見、調査

の計画、データの収集と分析、結論の導出など、一連の過程を体験し、データに基

づいて課題を解決する能力について身に付ける。知的システムの数理として最も基

礎になる確率統計学を授業で行う。解析したデータを適切な方法で可視（グラフ）

化し、分かりやすく説明できることを目標とする。

データ解析

プログラミ

ング

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。理論的なデータ分析手法を学ぶだけでな

く、実際のデータを分析することも必要である。データの分析には、データ解析手

法をプログラム化する必要があり、システムの理解やプログラミングの実践も必要

である。本授業では、データ解析手法について、手法やその特徴を理解したうえで

プログラミングの実践を行う。また、プログラム化するためのシステム環境につい

ても解説する。プログラム化において、データの状況に応じた手法を選択する思考

力を身に付けることを目標とする。

データ解析

プログラミ

ング

データ分析

システム開

発

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。データを分析する手法については、様々な

手法が知られている。また、Ｒのように統計分析ソフトのような環境も提供されて

きている。しかし、既存ソフトウェアを1つだけではWeb上のデータなどのについて

利用が難しくなっており、独自でシステム化を図る必要がある。本講義では、デー

タマイニングで使われている手法を解説すすとともに、Webシステムのフレームワー

クを利用することでシステム化を実現する手法について解説し、実践力を身に付け

ることを目標とする。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。Society5.0に描かれた目指すべき未来社会

を実現するため、デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である「数理・データ

サイエンス・ＡＩ」の基礎力を身に付けることが、喫緊の課題である。このような

状況のもと、本講義では、データサイエンスの基礎である統計の基本理論に焦点を

当てて講義を行う。データの収集に始まり、解析方法、そして解析結果の解釈に至

るまでの一連の統計手法について述べる。具体的には記述統計と確率分布、推測統

計の基礎（点推定・区間推定，仮説検定）である。統計学が日常生活や他の学問と

どのように関連しているかを理解し、データ駆動型の問題解決力を身に付けさせる

ことを目標とする。

通学制では、演習を行う際に、プロ

グラムの入力や実行に大半の学生が

ができるまで待つ想定をしている。

そのため、授業時間にある程度演習

用の時間がとられている。

通信制では、プログラムの入力の時

間や実行時間を学生ごとに待つこと

を想定しておらず、教科内容を多く

含めることが可能である。そこで、

Pyhton言語やPyhon言語から利用で

きるWebシステムのフレームワーク

を利用する「データ分析のシステム

開発」の部分についても取り上げる

かたちで、再編集を行った。

通学制の授業では、理論の説明を多

くしており、また、「統計」と「数

理統計」、「知的システムの数理」

では内容に一部重複があることか

ら、通信制の多様な受講者に合うよ

うに再編集した。

（授業形態）演習

（背景と目標と授業計画）15回の演習を行う。データ解析を実践する上で、統計用

の解析プログラムを理解したり作成したり出来ることが望ましい。収集したデータ

の特徴に合わせて解析プログラムを修正出来れば、応用力は飛躍的に向上し、デー

タのバイアスを回避する能力も同時に獲得できる。本演習では多変量解析やクラス

タリングをはじめとするデータサイエンス全般の知識を、Pyton言語によるプログラ

ム演習やWebシステムのフレームワークをを通じて理解することで、データの状況に

応じた手法を選択する思考力を身に付けることを目標とする。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

ゲームプロ

グラミング

Ⅰ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。本授業では、簡単な2Dや3Dゲーム作成を通

じて、デジタルゲーム作成のための基本的な技術を習得する。まず、ゲーム開発環

境の基本構成を理解し、ゲームの各部分 (ゲームオブジェクト) の動作をコント

ロールするC#スクリプトの使い方を習得する。更に、ゲームオブジェクトの作成、

管理、当たり判定、物理挙動などの実現方法を習得する。最後に、2Dや3Dゲームの

作成を通して、ゲーム設計の諸基本技術について理解する。

ゲームプロ

グラミング

ゲームプロ

グラミング

Ⅱ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。本授業では、ゲームプログラミングⅠの操

作方法などの基礎的な挙動について解説に引き続き、2Dや3Dゲーム作成を通じて、

複雑な挙動をプログラムの実現方法について解説する。ゲームオブジェクトの構成

方法やゲームオブジェクト間のデータの通信方法、プログラミングのオブジェクト

指向について解説を行う。また、ゲーム開発の実習実践を行うことで、ゲームオブ

ジェクトのプログラムによる動作について理解することを目標とする。

ゲームグラ

フィックス

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ゲーム開発においては、ゲームの企画やシ

ステム化以外にもキャラクタデザインや環境グラフィックが重要である。本講義で

は、コンピュータグラフィックの中でもゲームグラフィックについて解説する。

ゲームグラフィックスに特化して解説を行うために、テーマとしては、テクス

チャーマッピング、レンダリング、リアルタイム3Ｄグラフィック、ノンフォトリア

リティ、リアリティとアートの関係について解説するとともに、実習を交えること

で技術の習得を目標とする。

ゲームグラ

フィックス

コンピュー

タグラ

フィックス

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。電子計算機概論、データ構造I、IIでのコン

ピュータにおけるデータ表現の知識がある者に対して、画像（変換：処理、生成：

CG）の基本的な知識と技能を修得させることを目標とする。具体的には、以下の２

要素を中心に講義を進める。画像処理の主要要素であるデジタル化（標本化、量子

化）、フィルター（空間、周波数）などを学習を通して修得する。また、ＣＧの主

要要素であるモデリング、レンダリングなどについても学習を通して修得する。

コンピュー

タグラ

フィックス

演習

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。コンピュータグラフィックス作成には、多

段階での様々なプランと適切なツールの使用及び習熟が必要となる。コンピュータ

グラフィックスのモデル作成、レンダリング方式選択、アニメーション作成につい

て解説し、演習を行う。受講学生は、解説と演習を通じて、これらのプロセスを身

に付けることが求められ、さらに他者への解説ができるようにしておくことが必要

である。よってグループでの評価などグループワークも取り入れ、実践的な能力を

身にみにつけることを目標とする。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ゲームグラフィックスは、コンピュータグ

ラフィックスを基礎として、コンピュータゲームに利用されてきている。本講義で

は、コンピュータグラフィックスの画像の量子化やフィルタ技術を踏まえ、実際の

ゲームに用いられる技術であるレンダリングや簡単なアニメーションの手法を解説

しながらコンピューターグラフィックスについて理解を深めさせることを目標とす

る。具体的には、映像を見てどのように作られているかをイメージすることができ

る。シェーダープログラミングを自ら学ぶことができるレベルを目標とする。

シェーダー言語にGLSL、プログラミング言語にJavaScriptを採用することで、ゲー

ムに限定した技術としてだけでなく、Webサイトなど広く応用できるグラフィックス

プログラミングの知識を身につけさせる。

通学制の授業では、ゲームオブジェ

クトの設定について何度も説明を繰

り返し、プログラムの入力や実行に

は大半の学生を待つことを想定して

いる。

通信制では、VODを繰り返して視聴

できることから説明は１度だけで済

み、プログラムの入力や実行も一定

時間以上を想定しないため、オブ

ジェクトの構成方法などの内容を取

り込めることになった。そこで、2

科目4単位を統合して1科目2単位と

して再編集した。これにより、1科

目でゲームプログライング技術を一

通り身に着けることができる科目と

なった。

通学制では、課題の解答時間を取

り、解説にも時間を割いている。ま

た、「ゲームグラフィックス」「コ

ンピュータグラフィックス」の2科

目は、グラフィックの知識を土台と

しており、内容が一部重複してい

る。

通信制では、解説を精査したうえ

で、LMSの機能を用いることで演習

時間を確保することができることか

ら、コンピュータグラフィックス分

野の基礎、ゲームグラフィックスの

ゲームに特化した内容とコンピュー

タグラフィックス演習のレンダリン

グやアニメーションの項目を集約す

ることとした。また、ゲームという

興味を引く内容をベースとして従来

のコンピュータグラフィックを学ぶ

ことは受講者の関心をひきつけ、教

育効果が高いと考えられる。

（授業形態）演習

（目標と授業計画）15回の演習を行う。この授業では、ゲーム開発において重要な

知識であるC++を用いたオブジェクト指向プログラミング技術の基礎を習得すること

を目標とする。C++の基礎を学びつつ、簡単なコンソールゲーム制作を行い、オブ

ジェクト指向プログラミングの実践的な理解を深めさせる。オブジェクト指向の重

要な概念であるカプセル化・継承・ポリモーフィズムを、デザインパターンによる

実践例を交えつつ身につけさせる。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

ゲーム制作

論

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ゲームを作成するには、システムを利用し

たプログラミングだけでは完成させることができない。ゲームの企画を立案から作

成までの一連の流れを理解することが必要である。本講義では、多様なゲームの種

類の分析を行ったうえで、ゲームの立案法や企画の評価法について解説する。ま

た、ゲームの立案や企画の実践をグールワークを通じて実践する。ゲームだけでな

いシステムの立案と評価の両方で重要な事項を理解することを目標とする。

ゲームプロ

ジェクト論

ゲームシス

テム設計

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ゲーム開発には、プログラミングのみだけ

でなく、企画をプログラムでのコーディングによってシステム化する必要がある。

また、ほとんどのゲーム開発では、一人ではなく多くの開発者によって開発されて

おり、企画、開発、テストの一連のプロジェクトに対する管理などが重要な要素で

ある。本講義では、ゲームの企画をコンピュータでの開発工程やゲーム開発を通じ

たプロジェクト管理法について解説し、複数名によるグループ化学習によるプロ

ジェクト管理の実践についても体験する。

映像制作技

術論

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。デジタルコンテンツ業界を目指す人やデジ

タル映像表現を自分で楽しんだり、映像配信をしたり、自分の仕事や研究で活用し

たい人に、最適なマルチメディアデジタル技術表現の実践的スキル習得とメディア

リテラシーの学習を行う。本講義では、最新のデジタルコンテンツの理論について

解説し、デジタルコンテンツ作成をグループワークを通じて実践する。映像作成の

実践を通じて高度な情報化時代に対応できる能力を持った人材を育成することを目

標とする。

映像制作技

術論

マスメディ

ア制作論

（授業形態）講義及び演習

（概要）3回の講義及び12回の演習を行う。デジタルメディア技術の映像制作におい

て、映像を発信することを考慮すると、 その映像作成技術の習得が必要である。本

授業では、テレビにおける番組の作り方、スタジオ使用した番組作りに関して演習

をする。放送局のスタジオとテレビサブを使い、台本の作り方、コンテの作り方、

スタジオ回しカメラ割の他、テレビサブのカメラコントロール、スイッチング、OL

の出し入れ、音声のミックスについて演習を行う。演習を通じて、映像制作技術の

習得を目標とする。

メディアリ

テラシ

（授業形態）講義及び演習

（概要）6回の講義及び9回の演習を行う。私たちの暮らしは、さまざまな情報であ

ふれている。大量の情報が流通し、虚実入り交じった情報が飛び交う中で、新聞や

テレビ、インターネットなどで発信される情報を正しく見極めて理解・活用する能

力、すなわちメディアリテラシの重要性は高まる一方である。メディアリテラシに

ついてさらに深く理解するとともに、情報発信の現場である新聞社で、紙面やデジ

タル編集について学ぶ。新聞社はペーパーメディアとともにデジタルメディアで

も、正確で公正な報道に努め、メディアリテラシに配慮している。本授業では、新

聞紙面の編集工程と、電子新聞の配信工程について解説・演習を行う。とくにデジ

タル版では要となるCMS（コンテンツ・マネジメント・システム）の概要や、Webデ

ザイン、動画の埋め込み方などネット上でのニュース配信の知識・技術を身につけ

る。

メディアリ

テラシ

（授業形態）演習

（目標と授業計画）8回の演習を行う。私たちの暮らしは、さまざまな情報であふれ

ている。大量の情報が流通し、虚実入り交じった情報が飛び交う中で、新聞やテレ

ビ、インターネットなどで発信される情報を正しく見極めて理解・活用する能力、

すなわちメディアリテラシの重要性は高まる一方である。映像と音響で構成される

映像情報メディア制作に必須である、基本的な知識を学ばせる。映像情報メディア

は、撮像、録音、記録、伝送、提示によって、視聴者に伝達される。その際の、映

像情報メディア規格の映像、音響の諸元がヒト視聴覚の知覚特性に立脚しているこ

とを理解させる。また、メディア制作技術が、ヒト視聴覚の認知特性に立脚してい

ることを理解させる。さらに、映像情報メディアを広く公開する際に、避けるべき

映像表現や注意点などについて言及する。当分野を学ぶために必要な基礎的事項を

理解させることを目標とする。

通学制の「メディアリテラシ」（2

単位）は学外の施設見学を含む講義

6回・演習9回の科目である。通信制

では施設見学等による演習が困難で

あるため、それ以外の内容で1単位

科目として再構成した。

通学制では、「ゲーム制作論」と

「ゲームシステム設計」は、ゲーム

開発のプロジェクトに関した連続す

る内容を解説している。

通信制では、解説を精査したうえ

で、LMSの機能を用いることで課題

に取り組む時間を確保できるため、

2科目4単位を1科目2単位に統合す

る。

ゲーム開発のプロジェクトに関した

連続する内容を一つの講義で学べる

ため、教育効果が高いと考えられ

る。

基本的に、通学制と通信制では、同

じ内容を扱う。

通学制の「マスメディア制作論」

は、学外の放送局での演習を通じて

映像制作技術の習得を目指す科目で

あるため、通信制の授業科目として

は実施しない。ただし、講義部分の

内容は通信制でも実施可能なことか

ら、通信制では「映像制作技術論」

に集約して行う。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。

デジタル映像表現を楽しんだり、映像配信をするなど映像を活用する家で、デジタ

ル画像の収集や加工技術が重要となっている。本講義では、通常カメラの仕組み、

レンズの役割、照度の取り方など、映像撮影技術について解説する。また、取材し

た映像や音声の編集に関する基礎的手法について解説する。さらに、近年、技術革

新が続く最新スマホの機能、編集機能、撮影方法や編集方法について解説する。番

組制作の参考となるよう、これまでコンクールなどに出品された優秀な映像作品を

鑑賞する。また、様々な通信インフラの特性についても解説する。本講義は、映像

作品を制作する際に必要となる技術に関する基礎知識を修得させることを目標とす

る。

（授業形態）講義

（目標と授業計画）15回の講義を行う。ゲームはシステムを利用したプログラミン

グだけでは完成させることができない。ゲーム企画の立案からプロジェクト終了ま

での一連の流れを理解した上で、作成に取り組むことが求められる。また、ゲーム

の開発では、プログラミングの実だけでは、企画をプログラミングによってシステ

ム化する必要があり、開発管理も重要となる。本講義では、ゲーム開発プロジェク

トにおける立案、計画、開発、テスト、管理について述べる。プロジェクトの立ち

上げから完了までの全体像を理解させ、タスク管理、スケジューリング、リスク管

理、チームビルディングなどのスキルを身につけさせることを目標とする。また、

プロジェクトの成功に必要なリーダーシップとコミュニケーションスキルにも焦点

を当てる。



（別紙）その他、通学課程の授業を引き継ぎ実施するが内容に一部変更のあるもの

授業科目の

名称

授業概要 授業科目の

名称

授業概要 変更理由

通　学　課　程 通　信　教　育　部

（情報理工学部情報理工学科） （通信教育部情報理工学部情報理工学科）

卒業研究Ⅰ （授業形態）実験実習

（目標と授業計画）卒業研究Ⅰでは、３年次までの講義や演習、実習で修得した知

識や技術を応用し、情報理工学分野の専門知識の理解と実践のために、専門書や文

献を調査や内容の理解に努める。Society5.0を目指す社会の動向・ニーズや将来を

踏まえて研究課題を設定し、限定された範囲で問題を解決する能力を養成すること

を目的とする。卒業研究Ⅰにおいては、プレゼンテーション能力・コミュニケー

ション能力の向上、論文作成能力等を身に付けることを目指す。

情報理工学

セミナー１

（授業形態）演習

（目標と授業計画）情報理工学セミナー1では、４年間の学びを完成させるために、

３年次までの講義や演習で修得した知識や技術を応用したうえで、情報理工学の専

門知識の理解と研究の実践を図る。専門知識の理解には、専門書や文献を調査し内

容の理解に努める。研究の実践には、情報理工学分野における社会ニーズや研究動

向を踏まえて、教員と相談しながら研究課題を設定し、調査または初期レベルのシ

ステム開発などをおこなうことで問題を解決する能力を養成することを目標とす

る。

卒業研究Ⅱ （授業形態）実験実習

（目標と授業計画）卒業研究Ⅱでは、３年次及び卒業研究Ⅰを踏まえて講義や演

習、実習で修得した知識や技術を応用し、自らテーマを解決していく能力を養うと

ともに、研究要旨の作成や卒業論文の執筆、プレゼンテーションを通じてコミュニ

ケーション能力の向上を諮ることを目指す。具体的には、配属された研究室で、そ

れぞれの分野の研究を行なうための基礎知識の習得や、関連情報の収集方法の習

得、研究の進め方の経験、実際のシステム開発や理論の構築などを行なう。

情報理工学

セミナー２

（授業形態）演習

（目標と授業計画）情報理工学セミナー2では、４年間の学びを完成させるために、

３年次及び情報理工学セミナー1を踏まえて講義や演習で修得した知識や技術を応用

し、教員のアドバイスを受けながらも、自らテーマを解決していく能力を養う。課

題解決においては、日々のアウトプットを重視しながら成果を生み出すことを目標

とし、開発したシステム、データ分析などの成果物を提出させる。加えて、成果物

に対するプレゼンテーション資料を作成し、４年間の学びを完成させることを目標

とする。

通学制では4単位の科目として設定

しているが、通信制では、担当教員

と相談をしつつも、受講生の自主性

の観点から比較的短時間で、文献調

査や課題解決の研究活動を実施でき

ると想定しており、2単位科目とし

て設定した。



【養成する人材像】
情報技術を核として社会にある問題を発見・分析し新たな知見を得ることや、情報システム開発を行うことにより、

人間の持つ様々な機能を拡張し、人に  社会を目指すことのできる人材

ディプロマ・ポリシー
知識
理解

A.1 社会での活躍に向けた教養
と基礎知識を身につけてい
る。

A.2 これからの社会で必要とさ
れる情報技術に基づいた
「人間機能の拡張」の実現
に向けて、これらの分野に
関する基礎的な知識を身に
つけた上で、科目区分ごと
に以下の領域のいずれかに
関する知識を身につけてい
る。

①コンピュータサイエンス
②AI・データサイエンス
③デジタルゲーム・
メディア

思考
判断
表現

B.1 情報技術と社会との関わり
について情報を収集し、整
理し、他者に説明すること
ができる。

B.2 情報技術に関する知識や教
養をもとに問題を発見及び
分析し、その解決策を提案
できる。

関心
意欲
態度

C.1 情報社会や様々な身近な機
器に対し関心をもち、社会
に貢献するための主体性や
協調性を身につけている。

C.2 社会にある様々な問題解決
に関心をもち、技術者とし
ての視野を身につけている。

技能 D.1 自ら課題を設定し、計画的
に解決することができる。

D.2 社会人としての自分の考え
を分かりやすく伝えること
ができる。

カリキュラム・ポリシー

基
盤
教
育
科
目

1.1 社会で活躍する能力を深める
ために「ライフ・キャリアデ
ザイン系」「人間・社会科学
系」「科学技術系」「外国語
系」の系列科目群を設置する。

専
門
教
育
科
目

2.1 １年次に基礎・共通科目とし
て、情報理工学の基礎的な知
識・技能を習得するための
「数学基礎科目」「情報基礎
科目」を配置する。

2.2 １〜4年次に情報理工学の専
門的な知識・技能を習得する
ための科目を、3つの科目区
分に分けて配置する。
①コンピュータサイエンス
科目

②AI・データサイエンス
科目

③デジタルゲーム・メデ
ィア科目

2.3 ４年次に4年間で学んだ知
識・技能を総合し卒業研究に
相当する演習科目として「情
報理工学セミナー１」「情報
理工学セミナー２」を配置す
る。演習を通して思考・判
断・表現力を養成するととも
に、社会における情報理工学
の果たす役割への理解、情報
理工学の利点を生かした自身
のキャリアパスに対する関心
と意欲を涵養する。

アドミッション・ポリシー
知識
技能

Ａ 大学での教育を受ける
ために必要な基本知識
や技能を身につけてい
る。

思考力
判断力
表現力

Ｂ 身につけている知識や
技能に基づいて論理的
に考え判断し、説明が
できる。

主体性
積極性

Ｃ 情報技術に関心をもち、
自身が志向する目的を
達成するため、主体的
で協働的な学習活動を
通じて知識や経験を重
ねていく向上心や情熱
を有する。

多様性
共同性

Ｄ 通信教育部情報理工学
部での学修を通じて自
身のもてる能力を伸ば
し、社会に貢献する意
欲を有する。

養成する人材像

情
報
技
術
を
核
と
し
て

社会にある問題を
発見・分析し新た
な知見を得る。

情報システム開発
を行う。

人間の持つ様々な
機能を拡張する。

人にやさしい社会
を目指す。

＜通信教育部情報理工学部情報理工学科 養成する人材像と３つのポリシーとの相関図＞

【資料５】



科目群 系列 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 合計

ライフ・キャリアデザイン系 コミュニケーション１◎ 2 キャリアデザイン１ 2 キャリアデザイン２ 2

コミュニケーション２ 2 健康の科学 2

フレッシュマンセミナー◎ 1

11

人間・社会科学系 文化を読みとくＡ 2 人間を読みとくＡ 2 社会を読みとくＡ 2

文化を読みとくＢ 2 人間を読みとくＢ 2 社会を読みとくＢ 2

12

科学技術系 データを読みとく 2 自然を読みとくＢ 2

4

外国語系 英語科目 基盤英語１ 2 English for Computer Science 2

基盤英語２ 2 English for Business Field 2

8

35

基礎・共通科目 情報理工学フロンティア◎ 2

数学入門 2

情報基礎数学１ 2

情報基礎数学２ 2

基礎プログラミング◎ 2

応用プログラミング 2

インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門◎ 2

コンピュータ概論◎ 2

情報システム概論◎ 2

ゲームシステム概論 2

20

コンピュータサイエンス科目 Ｗｅｂシステムプログラミング 2 情報セキュリティ 2 オペレーティングシステム 2

データ構造とアルゴリズム 2 情報数理 2 数理シミュレーション 2

情報理論 2 ネットワークプログラミング 2 プロジェクトマネジメント論 2

インターネット論 2 データベースプログラミング 2

22

ＡＩ・データサイエンス科目 ＡＩ概論 2 ＡＩアルゴリズム 2 自然言語処理 2 コンピュータビジョン 2

基礎データ解析 2 ＡＩプログラミング１ 2 インタラクティブシステム 2 ＡＩロボティクス 2

ＡＩプログラミング２ 2 知的ネットワークコンピューティング 2 生成ＡＩ論 2

応用データ解析 2 機械学習 2 データの可視化 2

統計 2 データサイエンス 2

データ解析プログラミング 2

34

デジタルゲーム・メディア科目 メディアリテラシ 1 ゲームプログラミング 2 ゲームメカニクス 2 映像制作技術論 2

Ｗｅｂデザインプログラミング 2

9

共通科目 情報理工学セミナー１◎ 2

情報理工学セミナー２◎ 2

4

89

12434 32 20

専

門

教

育

科

目

専門教育科目　小計 25

合計 38

22 22 20

12 10

履修モデル

●数理的思考と情報技術の基礎を学んだ後に、情報を対象とした数理的アプローチ法、コンピュータネットワーク技術やセキュリティ技術の仕組みや運用手法、インターネットサービスやデータベースシステムなどの情 報システム開発手法の応用につ

いて教育する。また、これらの技術を支える基盤であり、データ分析やアルゴリズムの開発に必須である数学について教育する。このことにより数理的思考力や実践力を生かし、変化する情報技術に対応できる人材を養成する。

基

盤

教

育

科

目

基盤教育科目　小計 13 0

【資料６】



科目群 系列 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 合計

ライフ・キャリアデザイン系 コミュニケーション１◎ 2 キャリアデザイン１ 2 キャリアデザイン２ 2

コミュニケーション２ 2 健康の科学 2

フレッシュマンセミナー◎ 1

11

人間・社会科学系 文化を読みとくＡ 2 人間を読みとくＡ 2 社会を読みとくＡ 2

文化を読みとくＢ 2 人間を読みとくＢ 2 社会を読みとくＢ 2

12

科学技術系 データを読みとく 2 技術を読みとくB 2

自然を読みとくB 2

6

外国語系 英語科目 基盤英語１ 2 English for Computer Science 2

基盤英語２ 2 English for Business Communication

6

35

基礎・共通科目 情報理工学フロンティア◎ 2

数学入門 2

情報基礎数学１ 2

情報基礎数学２ 2

基礎プログラミング◎ 2

応用プログラミング 2

インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門◎ 2

コンピュータ概論◎ 2

情報システム概論◎ 2

ゲームシステム概論 2

20

コンピュータサイエンス科目 Ｗｅｂシステムプログラミング 2 情報セキュリティ 2 オペレーティングシステム 2

データ構造とアルゴリズム 2 情報数理 2 数理シミュレーション 2

情報理論 2 ネットワークプログラミング 2 プロジェクトマネジメント論 2

インターネット論 2 データベースプログラミング 2

22

ＡＩ・データサイエンス科目 ＡＩ概論 2 ＡＩアルゴリズム 2 自然言語処理 2 ＡＩロボティクス 2

基礎データ解析 2 ＡＩプログラミング１ 2 インタラクティブシステム 2 生成ＡＩ論 2

ＡＩプログラミング２ 2 知的ネットワークコンピューティング 2 コンピュータビジョン 2

ファイナンシャルプランニング 2 機械学習 2 データの可視化 2

応用データ解析 2 データサイエンス 2

統計 2 データ解析プログラミング 2

36

デジタルゲーム・メディア科目 メディアリテラシ 1 ゲームプログラミング 2 ゲームメカニクス 2 映像制作技術論 2

7

共通科目 情報理工学セミナー１◎ 2

情報理工学セミナー２◎ 2

4

89

12420

10 0

専

門

教

育

科

目

25 2022 22専門教育科目　小計

合計 38 34 32

履修モデル

基

盤

教

育

科

目

基盤教育科目　小計 13 12

●数理的思考と情報技術の基礎を学んだ後 に、先端技術である  AI 分野における機械学習や AI プログラミング技術、データサイエンス分野におけるデータの分析法について教育する。このことにより先端技術や分析法を生かし、変化する情報技術

に対応できる人材やデータから社会を分析し行動指針につなげられる人材を養成する。



科目群 系列 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 合計

ライフ・キャリアデザイン系 コミュニケーション１◎ 2 キャリアデザイン１ 2 キャリアデザイン２ 2

コミュニケーション２ 2 健康の科学 2

フレッシュマンセミナー◎ 1

11

人間・社会科学系 文化を読みとくＡ 2 人間を読みとくＡ 2 社会を読みとくＡ 2

文化を読みとくＢ 2 人間を読みとくＢ 2 社会を読みとくＢ 2

12

科学技術系 データを読みとく 2 技術を読みとくB 2

自然を読みとくB 2

6

外国語系 英語科目 基盤英語１ 2 English for Computer Science 2

基盤英語２ 2 English for Business Communication

6

35

基礎・共通科目 情報理工学フロンティア◎ 2

情報基礎数学１ 2

情報基礎数学２ 2

基礎プログラミング◎ 2

応用プログラミング 2

インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門◎ 2

コンピュータ概論◎ 2

情報システム概論◎ 2

ゲームシステム概論 2

18

コンピュータサイエンス科目 データ構造とアルゴリズム 2 情報セキュリティ 2 プロジェクトマネジメント論 2

情報理論 2 情報数理 2

インターネット論 2 ネットワークプログラミング 2

14

ＡＩ・データサイエンス科目 ＡＩ概論 2 ＡＩアルゴリズム 2 インタラクティブシステム 2 生成ＡＩ論 2

基礎データ解析 2 ＡＩプログラミング１ 2 機械学習 2 コンピュータビジョン 2

ＡＩプログラミング２ 2 データサイエンス 2 ＡＩロボティクス 2

ファイナンシャルプランニング 2 データ解析プログラミング 2 データの可視化 2

応用データ解析 2 ゲーミフィケーション 2

32

デジタルゲーム・メディア科目 メディアリテラシ 1 ゲームプログラミング 2 ゲームメカニクス 2 ゲームプロジェクト論 2

アニメーションデザイン 2 Ｗｅｂデザインプログラミング 2 ゲームグラフィックス 2 映像制作技術論 2

キャラクターデザイン 2 メディアアート 2

映像ストーリー制作論 2

21

共通科目 情報理工学セミナー１◎ 2

情報理工学セミナー２◎ 2

4

89

12436 32 18

専

門

教

育

科

目

専門教育科目　小計 25

合計 38

24 22 18

12 10

履修モデル

●数理的思考と情報技術の基礎を学んだ後に、ゲーム制作のプロセスを通じて現実の世界から本質を構成する要素の抽出とシミュレーションによる再構成、及び人間の感覚の基礎を、ゲーム会社における実務経験豊かな教員から学び、仮想現実、拡

張現実、複合現実を通じた人間の経験範囲の拡張を実現する方法について教育する。このことにより、ゲーム分野の開発・制作能力はもとより、情報技術を多様に応用できる人材を養成する。

基

盤

教

育

科

目

基盤教育科目　小計 13 0
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）

・
テ
ス
ト
に
お
け
る
解
説
表
示
、
合
否
判
定
/
正
解
率
に
応
じ
た
結
果
コ
メ
ン

ト
表
示
、
レ
ー
ダ
チ
ャ
ー
ト
に
よ
る
他
受
検
者
と
の
分
野
別
正
答
率
比
較
等

・
レ
ポ
ー
ト
課
題
提
示
機
能
、
添
削
・
採
点
機
能

・
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成

【
教
材
/コ
ー
ス
管
理
機
能
】

・
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
の
階
層
型
フ
ォ
ル
ダ
管
理

・
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
を
も
と
に
し
た
学
習
コ
ー
ス
作
成

・
章
及
び
単
元
の
構
成

・
順
序
立
て
た
学
習
が
可
能
な
ス
テ
ッ
プ
学
習
機
能

・
複
数
教
科
の
受
講
・
管
理
を
可
能
に
す
る
ク
ラ
ス
機
能

・
ク
ラ
ス
別
担
当
者
設
定
機
能

・
ク
ラ
ス
単
位
で
の
質
問
受
付
、
レ
ポ
ー
ト
対
応
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
表

示
、
F
A
Q
作
成

【
受
講
者
機
能
】

・
受
講
者
ご
と
の
学
習
ポ
ー
タ
ル

・
音
声
及
び
動
画
教
材
の
受
講

・
テ
ス
ト
問
題
受
講

・
テ
ス
ト
採
点
結
果
表
示
（
レ
ー
ダ
チ
ャ
ー
ト
/
解
説
/
正
解
率
及
び
分

野
別
コ
メ
ン
ト
表
示
）

・
進
捗
状
況
表
示

・
レ
ポ
ー
ト
課
題
提
出

・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

・
質
問
機
能

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
閲
覧

・
F
A
Q
閲
覧

・
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能

【
そ
の
他
】

・
画
面
デ
ザ
イ
ン
へ
の
任
意
画
像
（ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
）
の
表
示

・
ユ
ー
ザ
画
面
に
表
示
す
る
主
な
機
能
の
設
定
機
能

・
F
ir
e
F
o
x/
sa
fa
ri
/
C
hr
o
m
e
対
応
、
M
ac
hi
n
to
sh
対
応

【
ユ
ー
ザ
管
理
機
能
】

・
ユ
ー
ザ
登
録

・
ユ
ー
ザ
情
報
の
編
集
、
ユ
ー
ザ
検
索

・
ユ
ー
ザ
別
権
限
設
定
（
シ
ス
テ
ム
管
理
者
/
ユ
ー
ザ
管
理
者
/
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成

者
/
ク
ラ
ス
運
用
者
/
受
講
者
等
、
柔
軟
で
多
様
な
役
割
設
定
が
可
能
）

・
部
門
の
登
録
・
編
集
（
多
階
層
の
部
門
構
成
が
可
能
）

・
複
数
部
門
の
兼
務
対
応

・
受
講
者
一
括
登
録
（
受
講
者
/
コ
ー
ス
/
学
習
可
能
期
間
の
設
定
等
）

・
受
講
状
況
閲
覧
（
コ
ー
ス
別
/
ユ
ー
ザ
別
/
部
門
別
/
進
捗
率
別
/
単
元
別
等
）

・
受
講
履
歴
検
索
機
能

・
受
講
者
へ
の
メ
ー
ル
配
信
（
ユ
ー
ザ
登
録
時
/
受
講
登
録
時
/
質
問
対
応
時
/
受

講
状
況
閲
覧
時
等
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
質
問
、
F
A
Q
等
）
の
管
理

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
配
信
（
フ
ァ
イ
ル
添
付
可
能
/
閲
覧
履
歴
管
理
可
能
）

・
多
く
の
デ
ー
タ
を
C
S
V
で
登
録
ま
た
は
抽
出
可
能
（
ユ
ー
ザ
情
報
、
受
講
情
報
、

受
講
登
録
、
受
講
状
況
、
テ
ス
ト
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

閲
覧
等
々
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
機
能

「
学

習
す

る
」

「
運

用
・
管

理
す

る
」

「
教

材
を

作
成

す
る

」

K
n
o
w

le
d
g
e
D
e
liv

e
rの

主
な

機
能



学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

（
LM

S）

｜
ナ

レ
ッ

ジ
デ

リ
バ

ー

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.



K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

教
材

作
成

運
用

管
理｜

ナ
レ

ッ
ジ

デ
リ

バ
ー

LM
Sに

必
要

な
「

教
材

作
成

」
「

学
習

」
「

運
用

管
理

」
の

3大
機

能
を

搭
載

し
て

い
ま

す
。

様
々

な
教

材
を

ブ
ラ

ウ
ザ

上
で

簡
単

作
成

eラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
PP

T／
PD

F／
H

TM
L

動
画

／
W

eb
ペ

ー
ジ

テ
ス

ト
／

ア
ン

ケ
ー

ト
レ

ポ
ー

ト
／

プ
レ

ゼ
ン

教
育

効
果

の
高

い
オ

ー
サ

リ
ン

グ
機

能

運
用

の
負

荷
を

軽
減

ユ
ー

ザ
学

習
履

歴
各

研
修

の
管

理
の

管
理

管
理

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.



K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

顔
画

像
を

認
証

時
の

照
合

元
画

像
と

し
て

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

セ
ン

シ
テ

ィ
ブ

な
面

を
配

慮
し

た
細

や
か

な
機

能
受

講
前

の
顔

認
証

で
な

り
す

ま
し

を
未

然
に

防
止

顔
画

像
の

認
証

に
よ

り
、

Kn
ow

le
dg

eD
el

iv
er

で
学

習
し

て
い

る
受

講
者

が
登

録
さ

れ
て

い
る

本
人

で
あ

る
か

否
か

を
判

定
し

ま
す

。

1
2

3
PO

IN
T

PO
IN
T

PO
IN
T

顔
認

証

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.

運
用

管
理



K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

顔
画

像
の

認
証

に
よ

り
、

Kn
ow

le
dg

eD
el

iv
er

で
学

習
し

て
い

る
受

講
者

が
登

録
さ

れ
て

い
る

本
人

で
あ

る
か

否
か

を
判

定
し

ま
す

。
顔

認
証

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.

顔
認

証
（

本
人

認
証

）

試
験

の
開

始
時

に
顔

認
証

で
本

人
認

証
を

行
い

、
試

験
を

開
始

す
る

。

運
用

管
理



K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

顔
画

像
の

認
証

に
よ

り
、

Kn
ow

le
dg

eD
el

iv
er

で
学

習
し

て
い

る
受

講
者

が
登

録
さ

れ
て

い
る

本
人

で
あ

る
か

否
か

を
判

定
し

ま
す

。
顔

認
証

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.

受
験

中
に

、
ラ

ン
ダ

ム
に

学
生

の
顔

を
撮

影
す

る
。

（
指

定
し

た
分

間
隔

で
顔

画
像

を
撮

影
保

存
す

る
）

顔
確

認
（

受
験

中
／

学
生

）

運
用

管
理

運
用

管
理

運
用

管
理



K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

顔
画

像
の

認
証

に
よ

り
、

Kn
ow

le
dg

eD
el

iv
er

で
学

習
し

て
い

る
受

講
者

が
登

録
さ

れ
て

い
る

本
人

で
あ

る
か

否
か

を
判

定
し

ま
す

。
顔

認
証

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.

顔
確

認
（

受
験

中
／

管
理

者
）

受
験

中
に

撮
影

し
た

学
生

の
顔

画
像

が
管

理
画

面
に

表
示

さ
れ

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

本
人

一
致

率
を

算
出

し
記

録
さ

れ
る

。

事
前

登
録

顔
写

真

開
始

時
顔

認
証

試
験

中
顔

確
認

顔
認

証
顔

確
認

拡
大

表
示

運
用

管
理



K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

全
社

（
第

1階
層

）

A事
業

部
（

第
2階

層
）

管
理

者
教

材
作

成
者

受
講

者
受

講
者

受
講

者

（
第

B事
業

部 2階
層

）
管

理
者

受
講

者

1課 （
第

3階
層

）
管

理
者

受
講

者
受

講
者

2課 （
第

3階
層

）
管

理
者

受
講

者
受

講
者

ク
ラ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー

〇
〇

ク
ラ

ス
受

講
者

＜
部

門
フ

ォ
ル

ダ
に

よ
る

階
層

管
理

の
イ

メ
ー

ジ
＞利

用
ユ

ー
ザ

を
配

置
す

る
階

層
は

無
制

限
に

登
録

可
能

で
す

ま
た

ユ
ー

ザ
毎

の
権

限
（

受
講

の
み

や
教

材
作

成
な

ど
）

設
定

も
自

由
ユ

ー
ザ

と
組

織

＜
ユ

ー
ザ

の
権

限
（

ロ
ー

ル
）

設
定

＞

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed

.

運
用

管
理

運
用

管
理

運
用

管
理



学
習

状
況

の
確

認
、

受
講

促
進

メ
ー

ル
が

送
信

可
能

学
習

状
況

は
、

[受
講

者
別

][
教

科
別

]か
ら

選
択

し
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
様

々
な

切
り

口
で

CS
V出

力
で

き
ま

す
シ

ス
テ

ム
管

理
者

だ
け

で
は

な
く

、
部

門
毎

の
管

理
者

が
配

下
内

ユ
ー

ザ
の

状
況

を
確

認
で

き
る

な
ど

組
織

階
層

に
縛

ら
れ

な
い

管
理

が
可

能

K
no

w
le

dg
eD

el
iv

er

運
用

管
理

＜
教

科
別

受
講

状
況

＞
＜

受
講

者
別

受
講

状
況

＞

メ
ー

ル
送

信

運
用

管
理

Co
py

ri
gh

t
©

20
23

 デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
A

ll 
ri

gh
ts

re
se

rv
ed
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